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摯病院内汗
:日 的l米餞のみと 米飯に動食を組み合わせたモデル食摂取後のユ
カイン 細セ螢着分子 摯藩系因子ユ曖の変fLへの彰
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検討する
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】治療中の美息がない男t9名

下量が大きかった (pく00●)£ D40LはS食で増加 (pく 0“
'II嘔向 (p‐ O059)を示し :l・Aはすべての議 奎摂取後
`=`下oll)ゞ 鎗に」nは空腹時と食後l田分の違いはな力った

I積言I月お的に景取される食事でも食後のサイトカイン澳曖が飢
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i目 的:胃攘で撃賽されている機尿嬌■iにおいて 挙菱毬曖および形状の異なる栄
妻剤による責後止糠の変鮨を検討する

【方法!口饉で栄養されている2型
=屎

青息ち 名 (男 性l名′女■4名 平均8● 6歳

平均恥 Alc,8%)に鍾 類の榮彙
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24kゴKパ授与し食後の血薔変動を比較し
た

:結 果i朝は情質60%て 薇魯 (CZ)撼質m%で半固形 (F' li質
"%で

泄体 (P)

の策贅剤の豪に血憶変動が大きかった (19、1′vヽ126% Pく ∞l)CZでは 叫
は夕に比べて有意に血薔変動が大きかった (1%、167% Pく ∞l,並 にPでは タ
は朝に比し有摯に血雄変動が大きかった (140、l%%)Fは CZに 比べ朝 星 タ
いずれも有なに■着む贔は小さかった FはPに比芍 と塁は有意に大きかったがタ
は差がなかつた

:結謝 胃嗜薔尿病患者では栄姜菫咸や形状の異なる榮贅
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で9 昼 夕の血贅変動
力俣 をった [HbAlo,NCSl値 ]

【方法】米飯の量を同一としたS食〈工食‐米飯, S∬食(■ 食+上ガ
食 (三食+工莱+ヽ!棄)の食事負荷試験を行い 空障時と食後
L` s3D40L MC■l ゞ―eたoln t PAを測定した

【お呆】MCP lの 空収嚇 ら食後l∞分の変化量は 側 F食 に比べ
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【背景】構貫制限食によ目が集まっている力,糖質制限食がLDL Cに

1方法】当院に工院中の10名 の2型薔栄
"男

性息者を,彙に 穂
前後で糖 "質
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謝着標を検討した 憶質長取は1日 ηからl∞gと し
蠍洒量は変更しないようにした

は 果l、い
'IIL(,任

T常値1じ力ら487mg d)はylユ tt 6_鵬 士

d(ns)と 有意を変化を来さなか0た 体重 BIIlは 低下傾向
一H39mノ

`|(,く
0■)) HbAl● (7つ ―m% (pく o oo5))は右

来し 血圧 脂質に有意な変化はなかった
I考察1級やかな薔質制限食では LDL― Cも 、こDLも 有意な変化は
しかし もっとc例数を集めて再解析する必要がある [HbAlc:

ゴ 看護部. 内,「

【目的

'讐

尿病月経腸榮養剤注入後の嵯 変動を調査 薇屎病に適した榮養
剤を比較横肘 "象 および方法】入院中の製 糖屎瘤患者でll■糖コントロー

ルが安定している経腸栄養剌使用中の5名 栄奏剤はインスロー (つ とデイ
ムス (D)を 使用 エネルギーlkca1/mlエ ネルギーlt(1/D)は たんぱく
質2016% 籠贅意ンち% 炭水イヒ枷50/59% 7時 に注人を開始し4111dを ∞
分で■, ■着値は血彗自己瀾定書を用い注入IIrと 注入後15か ら241分の,1

に8回測定 眸 ス,Dに Itし Iは血億饉は縦やかに上昇 平均値は低■に韮
移 Dは法人後120分 まで直線的に上昇 120分後には2∞mydに達した
血糖曲線下面積はインスロー86Snlg mい /dtデ ィムス17mO mg mh/
d I考残】Iは 炭水イ勁 合有量が少なくバラチノースを高事に合右 パラチ
ノースはシュタロースに比し吸収速度が承 血機上

'が
抑えられたと考え

た

響については定まっておらず sdLDLへの際 については報告がな|ヽ

:日 lllユ々は構質制限食も導前後6か 月閻でのLDL―C sdLDLの
することとした

田目日日L●」 艦療経曽栄姜時のインスリン●月経験の一例 極饉な増質制限からチーム麟 により脱却てき
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食道福青後にて胃甘右市彗発達し 右鰤上茉切除 胃警分離 広背筋弁え
填 襲警邊腱 願■資存 1■近く鮎,からの経管栄養織II経鵬栄姜開始
変更によるインスリン必要量の変化を餃家した
臨床経過 :

ラコールNF(18∞kJ)場筐より2時間持艦注人 HbAlc al%で ぁった
が 3ヵ 月後にはHbAl● 77%に なり血粧朝 夕で測定して●llmノ dl以 Fに
保つように自整してインスリンデグルアタ (ωU)力

'必
要となった

エンシェア

"(18751ul〉

使用時にはデグルテク (31U)ラ コールNF(1800
1cal)+ア バンド(79c)で はデグルテク (ωU)リ キシセナチド(21tg〉

は■籠1=影■を与えなかった
結果 :田
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替榮菱時のインスリン必要量は 経管榮姜剤二人栄養秦のII

成に影,を受け 特に分岐敏7ミ ノ醸の追加で増最必要となり GII lア
ナログは血機に影響を与えなかった [恥Alct NCSP値 ,
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①歳男性 体■10rg 76ヶ 月減少当時受診 踵時血糖値213mず出
の2型糖尿
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診断 栄養指導後tタ リ1は 食事療まし血糖改善する

制限食情報nll alg日 の機質制曖口始 直億饉 体重の,置低
自己血薇測定 筋内量 藍腱防俸重事を計細記録 息改な輔

`
となった しもやけが契機とな0全,の 変lLに 日を向けること

陶酔にはまり医師や栄養■の指導にtlし て受け入れ悪く,け 出せな

普 薔質制瞑査の流″で体重減少 血綺こ書を認めた厳従
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と挨討 僣知 l曖の功罪を理解し納停することにより改善さ

験したのでII告する [恥 Al● :NCSP値
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2型増尿病患者において猥取炭水化物エネルギー
い群症倒のl・l題点
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名南病院内,
糖屎病でインスリン注射を必要とする掻晨栄養の息きは多い 血蒲変動が
少なく低血薔を起こしにくい経
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栄圭剤が求められている 5例 の胃簑栄養
恵者 (●

"7“
="歳 HbAle“ ■11% インスリン投与量19± 87U)|=

対して数■類の経謳榮壺剌を用い CGMSを 用いて血縮ll線 を測たし各栄
養剤の血薔変動を分析 検討した 栄養剤はメイバランス (R)(以 下A)
インスロー (R)(以下B)ア イソカル2K(R)(ltttC)ラ コール (R)(以
下D)を 用いた
各議賜栄姜製剌のCC岨 定による24"同 TrJ血薔値はB12"="mg/a
A1602■ 47( c169B=駁逃 D1815工 695の 順に高斑となり 各症例の多
重比較で有意差 (p<Ol13)力

`み
られた 低血■はC B D Aの順に颯回

となった
炭水化物の吸慟 罐 やかなパラチノース等を合むBは血薇変動や日内変動が
いずれの榮秦剤と比較しても有意に低値で 低血鮨が少なく安定した血糖
コントロールが得られると思わItた  lHbAlc:NCSP饉 〕

権尿綺学会は損取腱水化物エネルギー比率 (以下%C)
しか し実際には%Cを 9%未 満に している世例がある

点を明らかにすることを日的とする

として5mm%を確実し
本妍究で ま%Cの 低|

I方法 1

当に外来通資1'の

"薔
屎病患者14,名 (",7名  女性2名 )を 対摯に

法質問票 (DHll)を 用いた栞養泰颯取量瀾■を実格し %Cう勧 %ホ濤rと
未満群での茉費凛籠,■をAN∞VAて詳いヽ骸検討した

【結果】
%C力罰 %未綺昴 (● -21)では 9●●以上ω%未潤辞 (,― 銘)に比し 聴ロ

040)と 有産に高く な榊 量も (12・ 26g Rv、 lo6=30′ 」)と

【綺語】
四 糖屎病鷹者において %Cう嘔 い場合 饉白質の動物性 植枷慎比率
溜菫する必要がある [HRlて ,NC,侵 ]

植詢性比率は差を諺めなかった力■ in7● 動働性 植菊性比率 (1"tu
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剌 ∞芝代男性 ]型 Dヽ∫息ま a12年 7月 にDKAと 議断 され入院

褻嘔 184 kg m PC ω5 mgldL HbAlc I″ %3-HBA tt lunoll
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ョンエ 奎,R大学区菓腋撻Iは 医学系●
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に″い 比率を10・.に した食事 (10●.食 )に行期間中のCCM
cOunt法 に活

"|し

 lt好 な血I「 コントロールを4た 1同 を報告す

糖毒七膵際後 CCM襲着し指示エネルギー■2 ko工 kgに調整
・.食 (∞%食 )と 10・.食を2Π FIずつヽ■ ∞%食提供時

が腎機能 を悪イヒさせたと考 えられた2型増尿

病の2症例

カーボカウント法ベフィードバックした製 増尿病の,例
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分剌食で栄養指導を行ったのちにヽヽ血糖瀾定 (CGM)を 施行した妊娠秘
X病

“

例 (32■ 4歳 II燿 選散 :Z■ 5週)を対象とし 血糖 ケトンスに

移椰する因子を横計した 摂取桑量と栄養素はCGMltに lTな った食事記録
より算出した 指示ネ量に,す る摂ユネ量比は88士 17%であった I取熱
It中の着質の比事は46■ 10●.で ω%以上の籠質過剰摂取は13何 (m%)
にみられた 蛋白質 驚質の経取基量比辛は17● 3%と 0,■ 9・.であった

CCMで高血僣をホした例は14"(32%)で  高血籠の鍼かった群に比し

粘質の過剰長取例が有意に高颯度であった (64●●v=:0●●)栄 養指導後に

ケトン尿を皇した0例 においては 指示に対する取 然賦比 (● =10%)が
ケトン尿を示きなかった何 (,1■ 17%)に比し有意に低値であった 妊娠

構屎病の栄蓋指導に際しては 摂取熱量のみならず

"質

への配慮が重要と

思われた [HbAlご NCSP饉 1

通常食および低炭水it物食下での
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血薔モニター結果を 田目日目EDコ

 雫曾!・を:員蜃霊豊券奮慢
薔尿嘉

・・
における血増コン

田目日日【ロコ
号:愕窃需語Fに

おける各種栄姜豪
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取量が及ぼす影響に

7g′  平均血薔値132 mg■L l′均 L前変動幅 (MAGE,
10%食掟,t時  oェ b採ユ量・ 4 gl日  bdu、 in、 uinな して平均

mrdL MAGE 64 mg d■  これ らの納外をもとにoa,b oount

退螂 力月後の‖bAlcはユ]・.であつた は 証l●琳なcarb剛 限
による血綺パターンの評価は 息

=憫
々に見合った食事栞法選択
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る illbAlで :ヽGr値 ]
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I目 的】型 糖尿病意者における各栄養業換取量が及はす影響を検討する日
|,で 構IF詢 研究を

`,っ

た 【方法11〔院外来通院中の2理機尿病息者21名 (男

性12名  女性9名 )を対象とし 3日 間のメニューユをもとに 各栄養
=とBMI 血じ および血洒薇iデータについて革相関を検

"し
た I書スIT

均年齢まb=157点  工病勁問80'■7年 薔民病治蒙としては 食事療法
のみ6名 内収莱11名  インスリン4名であった 稔エネルギーi 重白質
■ 戻水イヒ物量は 血清Cr饉 と正の相関を認めた 蛋白質量 炭水イヒ物量

塩分量はcGFRと 負のln間 を2めた 血糖値 HbA lcお よび血中脂質と各栄
■素とのII関 は認めなかった 1考察1義 者における腎機能の維■の

ために 適正なエネルギーぶnとな分制限が貴要であると考えられた

〔HbAlcl NGT値 ]

崚  61崚30%超速幼型インスリン導入 低美水化物食 (Calg
FM●g)開螂 llサ 1で体■―■

=HbAlc 8-69ヽ
 ●インスリンiる

屎蛋白,-3, CC,― 19mg d 綺民病腎茫違析予防指導(Cal
を行い 2か月|」 で,復 した

崚 男 高血屁合併 グリベンクラミド23nふ シタグリブチン50mg
(cmg P∞g F゛睫 )開始3か らで下興ユlil■  HbAlι8

尿蛋白+-1+ CЮ 9 -12mま J 入院で樹腎食 (C2∞ P50
し 尿ζ由はlo2-3■ 日に改善したが Crは不変であった
化物責 i高 よrl食 と7.1 晉快能が思化したと考えられた

科学ネ枯は,11ヽ謝内ll.―分ヨ
:低民水化物食がコ:行 している 炭水イヒ物 (以下C)を減らせば蛋
脂質と い)Ш Fιが不要だ力T負荷が腎機能思化を招く 低晨水化
自身が導入し 贅機能が割 Lし た2何 を報F:する

:NWllf]

2型薔尿轟 に対する 下の血糖霙勤解折 田目日目LD“ 僣鬱再検
=対

象者に対する早期介入における口列食事指導
効果の検討

■
一
訊
配

白米から玄米に置換した際のa時間血徳変動 (CGM)イ ンスリン
酸化ストレス ll,内 皮機能の変イヒを辞価した (男 性l名女性3名

HBAl● 8●● '"間 中使用業剤の変更をしない もしくは減■
した)全ての症例で

"ら

かな体i減少 (平均05kg)を認めた●●

' 
症例敏も少ないため他のパラメータにおいて一定の傾向は

た 今後さらに症I12を 増やして検討する,卜面である

分
`^詢

力科 (第 二内rl,

■本に交4嗜法と連動贅法が子げらオtる が 処方内容や効果
る科学的根終は必すしも充分ではない 食後r■

"緩
和の試みと

を活用した1嗜内皮機能 `t議員能を指ほとする工本研究や玄米
に対する嗜

'F性

を饉減する隔内分

`メ

カニズムカ帝 告され
そこで2型薇尿憫の数青もしくは誠量H"で人騰したた,を 対象に

:NCSP疸 ]

CGMか らみた 玄米食の効果

とみ 熊谷亜●子 伊藤菜奈子 高構 彙子 森合 ,直

血譜変動を■,したので報iす る :対彙

'2型

椿尿病息者6名 縦

ル上 洋子 佐藤 ■子1● 暉 ユ rl舘下 孝F ,| ―E 限椰 幸デ
1えけ出法人健康医学協会東都クリ|=ッ ク朱養■ ―■財団法人腱崚区学勝会東都クリニッ

ク看謹¬ -1=財 団法人建崚区イ′飴 東都タリニッタ枝俸検脊率 ―l_財 田よ人健康医学
出会東‖クリニック内ll -1,1価法人健醸E宇毬会東都クリニ′ク特屎病内I
【||,1健診再枚対象者に取 軽‖楠負荷議  (OGTT)綺 査当Hよ う ■円医の

設定すると替プランににい食事指導を開始 2回 目OG箇検奎結果に及ぼす食事指
導の布用性を検討

〔方法:健譲再後対象者15名 に OGTT崎査当口よう薔R■専門医によると書プラ
ンに従い食事七導を開始 外*,議毎に指専競 2回 口OG質樅奎結果に及ぼす
食→;r事の有涸性を評

“

模計

【熟来10G箇 は正常型る  1命高鰤 ・ . ●

…

 徳戻病型22・. 2回
日OGTTに て縫界和から正常型 (正 常高せ合わ へ部 %改善 =常高債から正 ||

'Jへ
“

7・薇 害 悪化

"は
認めず

い 括l食事バランス 食べる順番 食品の質等を輌とし 個々に11したプランを
設定し月標実現を t力■)た食事指導力,生活習慣

“

善の伴った無理のない食事療
法の定着と横苺縮果のと書に界がり 当プランにおける食事指導は有用であると
示崚された

与那嶺二人 山城 精入
土り1 苺嗣 摯波 登隆
新j● 多質子 平良仲―郎
小嫁智沙

`ヽ

 笙崎 帯章

L原 曖■ 1城碁太郎
‖付 英

" 1■
1 史朗

口
"1 7江

 鳳比久浩市

田目日目L口』
 ξ量蜜i:僣ちよ骨:壇雪

者のリハビリテーションにおけ

|こ習慣  ヽ僣曖ヽ tシ グー

玄本は食物構概などの栄■成分を含み "GI食 品としてもl■ 目され

今回 入院H・ の■者に3‖ 岡のCCMを妻着してもらい 白米 ltと

大限 まり

紡
`i院

厚生午金病院内‖

【曰|'と 方法】粘尿l略件脳事Ⅲ恵者のリハビリ中の栄姜●理について 一

定した見解はない 同複期リバ入院した糖尿病令絆嘔率中恵者18名 (男 14

名 女4名 )の 入 迅院峙闘 曖をDEヽ A法でヨ奎したので 報行する :結
果1平 l●年籟 7=133a 指示栄緩 は12∞キロカロリーカら2XXキ ロカ
ロリー 3名はタン,(ク 制餃食 リバはln躊田鮨行 主な治,法は イン

スリン6名 SU率 4名 D,P確 害薬2名 ビグアナイド案2名  内服なし4

名 BMlは 入 退院けで,意差なし て,3kgl● 20■ 30k′m.)HbAlc
は人比時73± 12% 退卜時64● 09●●(P(005)DEXA法 による,自肪率は

人比囀 10工 67% 退院

"220■

61%(Pく ∞5)筋内事は入院時

“

つ=
57% 退院時67'± 52●.(Pく 0“)卜晰 I退院後の生i`を 見据えて 体
力の向上を目指した適切な食事 運動 血糖コントロールを行うことがヽ
要である [Hい l● :NCSP値

'

t方法1]ロ ロ 3日 日は備屎痛食で●米 2R日  糖屎病食で

:結果】玄米飢取後の血糖壺の変動は山米より緩や力だった
食の血籠

"は
■前1“ =2mg dt食 ,114■ 18m′J 白米は

あm′d 食機147■ 2mg dだった 夜側の血穂変動幅も小さく

ていた :ま とめ1玄米を食べることで 血薔変動が政苦していること

八確認された 白米を玄米に置換する方法は 安易に実行でき

は夕「来でも維続してお

' 
モチベーションを離llす るひとつの方

る

― ,2111-



田目日目EOコ 当競薔尿病の食t猥取■に対する意識調査と痰取■の実際

富え 花火I浦  ■F 村上 II奈l in "子 :緒方 腱ぎ
高機 和彙 古嬌 恵窺 山口 崚膠
医療漱入宏吉報 ●病院栄養任‐ E蒙法人宏斉会離早記念病院内

"'1口

"1当
院通院中の勢尿病息者に対して 食壇槙取量に対する意識と摂取

量の関係の調査を行った
け 彙1当院通院中のDM息者で川岡内に検ズした31名  年齢71,t102歳
BM12 7工阻 HbAic 6,“% DM罹息整126=l19年
I方法I食垣摂取量にけして自己

"薔
燎 躇 (澪い方から濃い方べ1か ら5)

に分け 随苺尿排泄M量測定による羹 取量を餌定した
靡 ス1食 l_授取iの意識調査では 瑕 階塩分挟llt■は1:0% 2,16%
3:48%4:23%5:13%で あった 瀬定した食l■摂取最は21,5=32(55
113)(以後単[lig 口) 3:5,31(59-161) 1:97● 27(70-lil)
5■0425(2:143)で あった

Iま とめ,食 l_摂 取量に対する 意麟調査では
=近

(3)力 |+腱であった
しかし そのI取量の実際にはかなりのばらつきがあ, 躍いと意識して
いるふ孝でも 症例によっては128'日 の摂取量であった
[HIAl■ Nt.SP値〕

田ロロロEZ] 薔尿病患者における●みと塩味の味覚閾値

田目日目LИg 大学生の加桂飲料猥取量とBMI

式のアンケートで調0し た 5種気の錠IIの摂嗅

“

度は1)毎 日

で有意に高

“

であった 降 き1飲洒者の食事指導では飲酒量だけで

食事のバランスや不適切な食習慣をた正するなどの支援も重要で

週411か ら,日 l杯  3)過 l“から3おヽ 4)週 ]fI米 構の4群 にわ

とした 【■果lコ ーラまたはジェースのIIⅢ度が多い方から
BMIは 2172m 2118 m61(Pく o01)であった I薔括1

のヽ収量がBMIと 有意に欄円することがE学部学生での調
=で

も

れた

女性の飲酒量別にみた栄養景取状況及
の比較

福島 簿子1人久保

“

[1,トロl美和■' メメ1 朋子I三 工 II辛 :

古良さくらこ1藝鳳佐薇子' H上 文ヽ 伊薔 i賀デ

広島暉爆障害対策協議会健康管理 ■:Lを レター' 安I女手大:

学科` グランドタワーメディカルコートライフケアクリニンク.

【日1, 方法】Ю 6はの女い 何を対象に 1:|あ たりの飲
摂取1人 掟及び諸種嘔床賛t成横について比漱 検計した I蔵輌1

ネルギー量は飲活量の増加に伴い苺値であったが アルコールを
ルギー量は低値であった 2)2頌  ス, 乳製品 栞子

工は■輌量の増加に

`|い

少なく ll 大ヴ製品 食壇は多かった
すべての群で多く 雖葉は不たしていた 3)剌 食IjKき や夜

食習慣を有する者は飲酒量の増加に,ギい多くみらオtた ■,Blli
差がみられなかったが ■GTP UAには段隋的に高値を示した

能果帝 血圧高値 鳴質異
=の

いずltかを,す るとは≧2合 (日

為本 :“ 至

自治医

“

大学生化学講嘔特態+化学部門

I目 的】大学生の加擁飲 摂ヽⅢ 3ヽ 1と 相関するか調をする

【方法l医学部の2年生の■生を,彙に
'ト

アルコールr民料K
記入式のアンケートで調査した 飲■の種類はD紅茶 2)紅来ま
ロン末 3)コ ーヒー 4)コ ーラまたはジュース (ス ポーツトリン

む)5)m%ン ュースの5種類に分類した ●叶に

'Fr 
体工を自

比

"し
た 各群間の差については輌 配置分餃分析を

`テ

いPく 005%

吉付 治香 深水 良わ

浜水内丼医院

I目 的〕融 指導を行っても洒 ができない■者は多い 息者は薄味にして
いるつも0だが 減塩食を喫食した際「水くさいJと 言う人が多く その

理由に味覚の低下が考えられる そこで,分  1味の関

“

検イを″い1床i
低下の有無を調べる 【方法1俯 R病息者と健常者に005～ 12%の 食塩水
06～ 20%の砂籍水を低澄度から順に口に合み 味を感した置度を目値とし
た 2■岡尿 腱時尿から換算した惟t塩分摂取量と食事記録による確定
塩分摂取量の差を比核した 又減嘔に関するアンケートも行った 【結果】
薄味にしていると答えた息者でも塩分摂取量が指示量ll下 のI者 は少な
かった 槽尿痛思者はl_久 廿味とも日値が高い餞向にあつた I考察1閻
値構

=を
行う事により息者自身が味党の低下に気づく事ができ 味党に対

する■著理解と指導者の意図の差が少なくなり 指尊効果がおまると考え
られる

田ロロロ【コロ
曇番颯

取
・

について～■尿病食事凍 ロロ日目E7コ
 機号信9栄

議指
・

におけるデンタルカメラ

青木 千薇1鈴木 園弘' 口中 情-1,■  ■F 田口ひろみ:

本洒真由実l麻笙 好正
'

獨撼医科大学病院内分

“

代議内■' 飾格区帯大午轟睫看護F
【背景 目的1当院通院中の四 鉗尿病息者を対象とし塩分lll取 量を検討し
た 【方法】型 枯ス綺息者∞名 (DM群 )と非薇屎病息者 (oon― DM群)20
名を対象とし 来掟時に血圧 体ユ測定 空腟

',擦
血 採尿を3回 行い 平

/Jて検討した 眸 栞lШ群の食班I取
=は

lo● =219gl日 でnon DM苺で
は9“

'2Zζ
Hと 右意にDM群で高値を2めた さらに高血n'症の有無で1

群として検討するとmn DM―HT()酔 :75± 1■5′ 口 non DM―HT(+)
群 :114■ 2●g/日  D‐HT(→ 苺 :,S=2● g′ 日 DM―HT(+)群 :

103■ 2●9g/日 と有意に■ユ量の高億を認めた DM群 において食塩Itti
と有意にlll関 する因子をLⅢo"“re対on analヽ ,に て検1'し たところ
収掟期血圧 eGFR HbA]● 高感度CRPであった I精議,猥億尿病忠者は
食事家法中にも関わらず食垣換llt量が多く  時の減■指導により 高nl

圧症の

“

ぎやい皿管摘の予防につながる期奮が大きいと考えられた
[HOAlc:■ 39債 ]

周日 浩工1権屋 智美il[西ゆか ,1岸田 真治,安丼

り斐奥性子'

官峙県′日市病r.棠姜管8■‐ 盲■県立日1有病え内■.

日nl:以 11ヵ ら

'つ
ていた記録表への記入よりも 息者にとって

我々にとってはよう工確に息者の食事内容をlE饉 し個々に合っ

を可能にするため デジタルカメラでの撮影による食事記録を

法 :カ メラによる食,記録を用いた米番描専を受けた憲者 (介

けなかった息者 (対 R絆 )でBMI ‖bAlぐ 血薔 (CしU)を
結肇 ,′成万年1月 ヽ11月 の,入 群11名 対

『

絆14名  当に入

735-,2%  BIIlあ6-●●6-● r0 86-22,-225 GLU
mrd 194 5-125-124鴨 ‐d 考,:カ メラを用いた食

養指導を効果的に4'え るツールとして,立つ 今後 継続し
ためには 外来時にもカメラでの企●記録を用いた栄養指導
Fl効 と

`え
られる iHい ]c:ヽ GSP“ ]

日 6カ 月月のお八は介入群 対熙llそ れぞれHbAlo10-7

着尿病における食事療田目日目【コ閻
 竃雪

":需

鴛意紹黎雪増警辱翼
取状況と 米飯粒状フード

区観法人llロロ高会日高病院栄養■ R罐二入社曰日高含H高病院メタボ
ンター. 

医療法人社田‖占会日高病院■おセンターi′ ―`ス人苧

,1来での食積 法 運動l●ユにかかわらず 血徳饉の上昇してしまう
しば散見する そこでこlltら の■薔に対する食黎 法の■記
を行oた
(対 象 方法

'数力月‖HbA]tが上昇傾向のる名にtlし  ri宅での食事記民

影を 数回行った そして指導前後のHbA]で INCSP 等を中心
(結 果,

大量 1,チ 1高横 正樹1日久澤まさ子'

原Hl 文ri■崚  =野 凍  ,1
永野 仲

“

l下け諄之勁iJヽ林  功

回 (6Ⅸ ,119P<0応 )と なり ■42回 日にな意な

"ド
う,察

輛 論)は とんどの忠■が指示カロリーを超過していた 恥 Al

ため
=は

 数回の写真撮影による■●が重要である ユIbAlて :

嬌青'

尚史I水谷 4真1住丼 ●美1■野 "子' 江畑 有杞ヽ内原 其理I

倉嗽有lL‐ 清水 "=大
"  

昭l●下降 掟々
地方独立行政法人

'ん
くう穏●医療セシ,一■贅菅驀 I` 内科.

(日 的l all診息者の構質摂取よ況を調たし食事指率の工夫を検11す る !,
象】l`院構尿病外来lll診患者99名 【方法】初謗■食事内容を謳■ 茶碗と
米燎粒状フードモデル (FNl)で 主奮最を息者に実測させ最 バランスの現
壮とお屎病議 1栄姜猜導歴との関係を評価 椰質

"%未
枯 "輌 % 01%

以上 (以下A B C年)脩 果〕
"名

中A'%名IB群 2名 IC群 21名 糖尿
病治籠歴柿 6名 ,無43名 で Aは ●12名 (拓・ .)134名 ("%)と イ意差無し
/・ 攘睡有

“

名のうち,,区での食事指導の有年に詢らず糖質過少がm% 米
飯量をg表記し医師と共通諄 のもとFMを用いて指導 17/月 機 A群の71●●
以 トカ哺bAl凸 %以上晨善 【考

"〕

初議息

`の
,II力構 質週少であった

楠贅の適工量i示により恵者のモチベーションが上昇した 米飯せ状剛 や
米餃量のg表示により息き 医師 栄養士の夫迪した食事確証が容易となり
■導に効果|,であった [Hい lc:ヽCSp"]

指導l口 ■尊2回 の力0リ ー平均猥取量は指示力0リ ーのそ
104■ 7●●であった Hヽ Al●●は指尊講 ( ●=l■,, 指導:回 (″■



■澪 雅美I凛藤 優員1塩 Jl 摩矢l名 ,i 頼子1河野 光登l

原納  晶:原締  雪

児成会生活習慣病センター'不二製,1:株 )彗盤研行

"1電

成会生活習慣病センター/

消生会千皇病
"《目的,脱脂大二長白スナ ック (A,の民中■b減少効果を報告する 付 象:

要減量 L質異常 尿Alb高

“

に A(2本 :“ keJ)2 3本 I日 摂取 315
ケ月後に評価 (28例 L A 1571αl(互 白1,g 糖質17g)と  同エネのどら

やさを有志が摂取 篠者に比しAは血構とCIP上昇度の●意の工値 (●1 40
分)GLP lの 高反応を認めた 結 果}TC140か ら12ンヽと低下 尿中Alb′

C69-● 0と 低下 BMI LDしC nAlで は差なし ,amtt Lで η7-160
(n― 12)尺 Alb∞ 1のDM例で 16-6]に 低下 既に工量 4型  Ⅱb Ⅱ

迦 脂質異常症とHbAlcの改善を載告した 民A:b低 |は 減量や恥 Alcの

腱害結果ではなく 鮨質笑常政書 植勁性曼白 GLP I イソフラボンな

どを介する可能性力匈 定される [HbA]o:NG● P値 ]

E EEEE 脱 1営大豆蛋白ステックの 補貪としての臨床的有用性

□田■コロ晟彙
 l品ま景[『」盆暑基獣傷暑曇

)炭酸飲料と異性化僣苺用

大阪

"立
大学地域保健学城総合リハビリテーション学類栞養療よ学専

`医科大学大学院医学研究rr 京都大学,‐時医学研卿  梶 0内科クリニッ

【目的ll・l食の摂取時IIの 違いが食後血糖値および血糖変動に与え
ついて検討した

線下面■に与える影響

今丼佐悪子1福井 追明1小笹 寧7・ 梶山 浄寿

【方法114名 の2型糖尿病息をは CCMSを 2時田姜着し 2日 日と

自己血増測定 (SMBG)に よる恒々の急者自

|

上昇■数 (グ リセミック指数 GDの 実

議 食を7100 12:0)19:① に摂取し さらに間食のビスケット

直後の12:∞および昼食と夕食の画の15:30に それぞれクロスオ

ll取 した 2日 日と3ロ ロの24時 間のTIJ血構植 MAGE LAGE IC.P
Oヽhを比較検討した

【結果,問資を15:mに揉収した日は12:■に摂取した日と比べ

よび夕食後のIAUC 0 5hが それぞれ20か ら25%有 意に減少した

LACEは 15'30に摂取した方が低い傾 |・レ颯 られた

【結論I間食は分食することにより 食後血糖値および血糖変動を改J

[HbAlc:NC●値]                        |

新谷 美智1洒田 幸
=富

野,知郎・

いの町上国民健康保14「た病院■養■' ヽヽの町立国民健康17険仁に病院内■' 高知

大学E学部公衆衛生学教三‐

【口n」】ヵロリーゼロ晨酸飲,(以下A3)と 架性イヒ糖使用炭餃賦料 (以下

SSB'そ れぞれ,Om]を 用い 摂取II後での血薔変動について枝計 I方法I

対象は 横診で境界型の蜃員16名 (男 4名 女12名  平均午齢97歳  平均

HbA]o58%)A$ SBを 別々の日に朝食前に10分 ll内 に摂取 摂取 |ヽ

後 (3)∞  9α 12o分後)にSMBG機器を用いてtlll定 した血糖値 及び空

腹時からの変イヒ値についてlt較検討 【結剰 Bヽは換取30分後 (pく 001)

∞分後 (pく O01)に血贅値の有意を上昇を認めたのに対し ASBま 施精植
のイ意を変イとを認めなかった 【爾 舌I ASIでは血糖 L昇はみられなかった

が 欧米文献でその多用 習慣化によりMcSや型 薔尿病を発症する可能

14が高いとの報告があり長期の過剰擬rtに注意を喚起したい

[HbAlo,NCSP値 ]

丸周 文雄l晴氣麻優子. 平田 美-13須 を手[今Vlrf政

`V 
和泉

三lll 亜祀11'田  信子  曽根綺知子1江時  多  奥 [i 智子11
林 加苓子1中村 洋志l章嶋 秦子

. 
野Π 補

“

. 
藤 加奈子|十日

光安  暉  馬場由貴子
. 

森日 美責 斉菫  紅 t永 降治
.

た岡内科4にllタ リ=ッ タ' 九州
~4児 ■な数ヽ  九州大学崚 血管研究施設教饗

I日 l11自 己血椿灘定 (以下Sヽ鵬 と■りう による憫々の憲者自身の真
下CIと 略す)の実瀾

I方 法l約8曜類の食品の特触 相当量を朝絶食 ●t●取させ  グルコース

息者自身の食品の奥のCIを 算

"[結 果】個々の患者自身の真のCIのアー タを栄養指導に反映させ

ならないことを 標に高G職質を違けた食品の選択や高G囃質の

場にな , テス トを実行した1娠円でHbA1610■ 0"%と 学会治癬 目標

成 した

I考察l ttrl書 のCI値は継付人での測定贅で制  膵晨,細彊機能が低下し
実際のCiは 大きく異なる

綺 語I SMBGに よう 教科書的σ 健 命人ヨが )の補正を行い 個々

のGlを 求め 栄養指導に生かし 良好な血籍コント●―ルカ嘔 られる

[HbA〕 ● NG・ P値 ]

金本 椰男 長浜まい  ヽおnl  勇 井上  裕 木村 昌行

城西大学卒学部医薬品安H■学

I口 nJ】 米養トリンク剤 (以下 トリンク刺)を食事のⅢ 問前に服用した
とき 食後血糖がどのような影警を受けるのかを明ら力ヽ こするため 試験
を行った 【方法〕対象 :留帯者ll名  ドリンク剤は A カフェインと糖

質を合● B カフェインと人II味,を合有 C カフェインを合まず秘
質を含有 の3種類とし 対■をD水 とした 膿 果と考察】ドリンク剤B
を服用したときの食直前の血糖値は 空腹時血糖よりも低くな0 人工甘

味利によるインスリン分2の 関与が韮禁された ドリンク剤cを 1,用 したと

きの食後血糠が最も

`く

韮移した これは 血糖 L昇に関与するカフェイ
ンが含着されていないためと考えられた 億i者でのドリンク刺

"長

用は

その種類によって食後の血搭上昇に差がみられたことから 耐機能異常の

ある息者では ドリンタ刺の皿用は慎量に■ ,扱うべきである

BIEEE 栄姜ドリンク剤の服月が食後血壇に及ぼす影響

□田目E目ロコ 食後血増値の上昇抑制を目的に先に摂取すべき食品の探彙

当地域の増尿病息者における栄壺素摂取量の検討

薬師神江利ヽ り1上貴美子1松尾こす恵l洒丼 式則' 吉川る,

古‖: 慎茂
.

市立人幡浜絶●病温・餞 療法lll市 立メ議澄 今病院内■' 市

謹J' 愛媛大学公衆衛生健康医学'

I日 的】当lL域の糖尿病患者における栄養業換取最を調査し
る適,な僣尿病管理の方法を明らかにする 【方法l糠尿病

イドライン及び食事摂取基準力 10年 を基に充足率を筆出

内を適正とし臨床検査所見や各種因子との関連性を検討した
エネルギーは31名 (ヤ%)力饉 正〔 民白質は136名 (61%)

はl19名 (53%)力弩 剰 炭水化物も104名 (46%)力 1不足してい

象に食物揉取頻度調査 (FFQg)を 実施し栄養素摂取■を求めた

摂ユエネルギー 3人栄養素の充足率は 男女別では男

捕尿病息者に対する食事バランス調査

lc別 では不良群 (70%以上)力 有`意に低かった :結詞

者は 長白質とに水イヒ物にIE意するものの 脂質力過 剰傾向となり

[Hも A]● :NG●P値 ]

竹内 真理

嵩喘健康福祉大.― 健東福鮮 部健車未贅学科

野栞と米飯の長取順序をlt軟 して その食後血糖の抑制効果に注日が集まっ

ているが 野菜 米飯の組合せの食事をする事は箭である そこで野末サ

ラダとバン スクランブルエングの 食事としてのlll合せを用いた摂取凛

序の比較においても食後血舞億の抑制効果を期待出来るか また生野菜以

外の食品でも効果||1期 待出来るかを確認した 本研究は糖尿病息者の血樹
コントロールに役立つ情報発信を日的とした

実験に用いた食■は野菜サラグ他 野菜煮物 きのこソテー ところてん

蒟蒻ゼリー等である いずれも これらの食品をバン (ご飯)ス クランブ

ルエングより先に摂Itす る事により 効果に差異はあるものの食篠血糖値
は有意に低 く抑えられた 従って 上野業に関わらず炭水イと物の合右量の

少ない食品を 主資を含む食事よ,先に換工する事により 食後の血糖が

より良くコントロール出来る事が示曖さ:■た

丈六 勝オリ 坪丼 彩加1蔵 本

績田  請  山根 書● 堂川

武L 誠・ l.

田

" 
永昭| 口満

福富 留美1局屋原

大阪市立十三市民病院栄養部:大阪市立十三市民病院籍尿病岬
総合医療センター榮養管理

=大
阪赤十宇病院茉養管理許 大

入院前の食事の多寡を主食 副女 間食について それぞれア

式により詞壺し比較検識した い 呆1入院llIの食事は 病院食
主食 副食 問食のバランスに有意な差力,かった 肥満度に

た :方法13施設に入餞中の構尿病酔 l器名に対し

『1食 と星の副食 性別による朝の回食とE夕の主食
未満のIII食時の主食 独居者と同

=者
の夕食の主食に差がみ

制限食の知識の有無による差はなかった ま食に関しては全く

医療センター糟嚇 代謝帖 大阪赤十字病院糠屎病 内分泌内粋
:日 的】糖屎病息者が受け入れやすい主食と回食のバランスに

恵者から2倍以上摂取する患者まで幅広い分布を示した I
個人差が大きいので より多くの■者に,け 入れられるよう
ランスに対応できる食読 法の構築が必要である 「HbAic t

― S254-



籠尿病息書が感じる栄姜食事指導の印,か ら指導のあり方
の検討

離原 tt子1鈴木 壼子:洒丼 確司1堀 uハル子l

斎藤トシ子
.

策を示した0す (肯定群)と 否定的なri彙 を示したOi(否 た群 )

し それぞれの調査項目がおよぼすお入について解折を,い その影
した い入1 け定

`卜

と工否定群の群間において右意■が見られた
糖尿

"治
薇に関する知識点数は肯定群がイ意 (p‐ 0048)に高く

では自由1,側 「]● 2時間以上の自:1時 ][がある」と回答した人が

l EEEEl 玄米を用いた●織撻食は増尿ら患者の血管内皮機能を改善
する

景民市病院ll■ l. r■ ttEば 新蕩医療福

■民菊治家や食,峰法に,す る童議知ま,か ら ■養食事指導に対
彙をもつ■者の要因を明ら力■

=し
 栄養食事指導の今後の折

)方 を検討する 1方法1カ :3年9月 10月 に2つの医豪機関に通院した
アンター ト詢をと身帥 等カルテ記祓による調査をFい  十定

近藤 曖子1森IIE太郎1石角  舞■ Ⅲ尾 息子1仁神 史生|

四換  理1根本 憲 J F_本  ′
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崚賀にII大学編尿痛 
「

姜 神幡|■
‐ ■:シ スター捧式会社

“

充圏発鉱
〔●的1主食を玄米に置き換えた高崚摯‐ tmt内皮機屹に及{=す 影悪を検
llし た I方法12型糖尿病ユ

`"名
を対象とし ■食の■颯8]に玄米,(B

群)お よび白木群 (W群 )を よけ 2ケ 月同のランダムイリt軟戯験を行った
試験前後に身体.I測および食,'t荷 試験 (MTT)を ■施し MTT前 後の
lm粘  インスリン値の測定および血憲内皮機痣検■を行った 時 果】体重
は11■ ともに議 期四Ⅲ変化しなかった 一カ 両群ともに MTTに おけ
るインスリン値は試験後に変イとしなかったが 血糖値は有恵ではないもの
の政薔傾向を認め HbAIcは /1意に改善した しかし 血警内皮機能につ
いては 最大血流増加1■ 血管砿薇ヽ長時間 l嗜砿螢面薇および内皮機
能ll標 いずれについても WIIで は変イヒなく B群でのみ試験餞にな意な改
善を極めた ‖ 語】2,籠凛場工者において玄米を用いた高機掟食は直管
内皮機能を改善した 『Hb^に ,ヽCSP,]

ケII'

書俺カーボカウントは食後血橋管理に,々である 【日的1帖齢
示エネルギー最 米質量の理解度を計●し その指導効果と血僣

凛鳥入学柑電輌饉味 研究開発tン ター 彗お人■■思y素学研究セン

mα)に 多力ぅた に 家とまとめI輛屎綺栞驀の知識不足や自
こヽとによ0 栄奏食事指導をな定的に掟えてしまう●f能性が

考える指示エネルギー量 指示主食量の調査
とその介入

幸恵1鶴餞 涎裡1熱日 義ぞ 湯浅 口之1秋田 贅子|

1米肛の選嗜敲取は血結上界と,垂 jttllに
||う し =贅カーボカ

は両をの改善させることが示曖された 

“

薔,指示エネルギーユ
解は 情ぼ純 きの良,な 血椰および俸童コントロールと

[HbAlで :NCSPl菫
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近藤 H彙:松久 宗″  松本 優夫:寺辞 餞■
.

億島大学大学比ヘルスバイオサイエシス研究部生体情報内科学'

び体重との関係を検討する 【対象1当咤II来ヽ尿綺■者108名 【方
ルギー及び主食摂取量のアンケートを実饉後 上食量を指導して3

した I絆果lエ ネルギー量 米政■の非いヽ者は7・. "%
よりそれぞオιHbAlc直がな意に高値であった n者の考える指示
―i 米餃最と実際の指示量の差と HoAlで 3ヽ■に有意な 1の
った 指諄終米飯量の引回答者は減少しHbAlc値 は有意に改善し
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Pn:

llEE― 重常糠 F:壌臨 寵
た`2型・ 藤覇に2型■尿椰患者におけるエネルギー綺奎宅

性に関する検討
配資利用の有用

四 糖尿満のお露の7_t本 は食読 法である力,継羅して実践する,
しも容易ではない lH`,19日 l・3の エネル‐‐―調整宅配食の利用が

る一勁にならない力機.Iし た :力ま】血糠コントロール

院食美管理
`1 

嗜嗜熱 大牛病院臀啜内分

`|ヽ

計画rl

綺尿

“

u者を対象に I日 2食または3女のエネルギー調整宅配
円利用し 円IF"及び6か月後のHbAlc 体■ 7日 間の食事記録

I乳所 ″史l痒田 美ユ:伊藤  III "本 和子 ' ゛

“

 饉子 永●. 義夫 ⅢII 裕太 佐田 幸dl 大掟 聰摩
,1根  [実 村上方里子 樋,1 尚占 松原 史明 太田 明雄
」Ⅲ  逸

"マ

リアンナErl大学|●■学 (代 議 内分泌内rll

:日 ||】 型 結尿病息者をサ象とした玄木 もち米玄米の有効性検
`|レ 法l対象は2型精尿病息者% 多重クロスオーバー試験にて 白米

玄米 もら米支米を各日3食苺螢で摂R 主要評●項日11 1,CCMに よる

ん確血薇建  2)朝食lllか ら0時期の血清Cベプチ ドtCPR)の終時的類 L
3)嗜好性アンケートによるおいしさスコア

IIIス】白米 玄未 もち米玄米の各Ijft目 における 1)食 籠3時 国の血着
変動II線 下面積 2時間|`均 血籠およ・・ MACEは いずれももち米玄米が最
もヽ 仏であった (pく OOl, 2)刺 食後のぼ Rの変動山線 ド面積は 060分
l1012o分疸 ol“分(て いずれも白米が最も高い値を示した(pく 001)

さらに嗜好性アンケートの■米 おいしさスコアはもち米玄米が最高恒で
あった

`Pく

OЮ l,

化を検討した I結果112名がエントリー HbAには宅配食

10名 ¨ %)でと著 体重は8名 (『・・ )で崚倅した 食事記録の

配食利‖後7名 (58・.)で越善した 議 隣lL度 は8名 で上昇 Iお

っても 食事,法 の推ヽ及び血橋コントロールの一助になる可能tl:

された [HoAlc(NCSP値 ]

"は
金餃面や嗜好面からも軟せしll`ち である力' 9日 間の利

辱賣異常症者における関 しlDしに汲ぼす食事仕因子の検討

子::,崎 こころ|●納  tl aヽ谷 和産l坂破 ●場,

人回立病に検輌京都医
=セ

ンター臨麻研究 tン ター予防医学

“

究i. 自

学部臨ホ検t医学会未衛生学

糖尿病では筵動脈疾患リスクカマ高く ●質管理が重要である 餃化

との関連をみた しI】 cでは関連七は■らオtな かったが 薩iと しDL
A取 エネルギーゃ戻水化物 動物■輸質等との同に有意な正

を認めた 女性では,カ ロテンや食物崚l「 との間にな意な負の相

¨
鵬 猛 塩

『

幅 頚 前 は とお炭利 哺

■DA― LDL)はせ動脈,Iの子後子画マーカーとして用いられてい

困子との関連は不明である そこで今Ⅲ2々 は酸イヒLDLと 食事
との関連をみた

対象は969tの鮨質実常者16名 (年齢‐∞ 3■ Sl歳  BMI‐ 26=
′ml LDL― C (F人)16“ =3r On,g dl 1ヽ:)ヽ しDL‐ 1468■ ●

''mgl
:結果1'々

“

でLDt―C 酸他 DL及び酸化しDLしDL Ctと
`懸

未

小●  郎I"〕 l  優i ttt 資瀧 湧上 民雄 .

流球大:1医学部附瞑病に地城は■システム■壽■1メ ディカルプラザ大道中央樽尿
)1内 分泌i「 屋:■ 内¬E院' あ力10ま まクリニック.

I口

"l高
猥白 高脂肪資X■概始から6時間までの血着動態を高炭水化物

食摂ltと 比較 【方法】対4は lGT患者5名 (男 2名 女3名  BM1 232■ 43
59■ 10に  HbAlc,9■ 03%, CCM2■ 後 高工白 高精肪資 (PF食

1■ ヒレ肉約2即ム1蠍 cJヽ 高晨水ft物 食(C食 彗油ラーメン 約4つkca)

を摂取 ピークロ糖億 (ビーク時間)雌 岡毎の血構億とAuC._を比較検
ll 

“

スIビータ血輛値 (ピ ータ時間)は PFtt149=2(る 分, Ctt16=

“

mζdL(ら分)前 口,同 2時関■時周 4峙曰 5時蜀 0時回の血翻菫は

PF食86● 12-14]=●3-l力 =∞-128■ 13-126=17-la■ 18-l『 ±6

ng′ dL C食

“
=17-1● =24-138=23-鴎 =16-107■ ●―つ卜 11→L

tO m′dL AUG..は  PF食で

"5,'C食
で691=490「  hldL 磯 括l

晨̈水イヒ物食にltし て 高民白 高臆妨食は4-5"岡以 L丼需する血槽上

昇を意起する [HbAle:NCSP傲 〕

認めた

食事性因子にはII:と が認められた 今後はLDL‐ Cだけでなく酸イヒLDL
考慮した,■からの食事指動 '必 要になると,え られた
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おける食塩摂取量 を具Nと した滅塩指導の効

申島  秦 申島米治郎

南山寿会中鳥胃,=内¬タリニッタ

【目的l結尿病息者の中 燕量を推定し 具体 FJな数値を示した誠l_指 導
の効果について検討した

I対拿と方法12型樽尿病恩抑 FI(D辟 )と 高 r■圧息柳 2例 (H群 )の早

朝空腹時の採血採尿から金塩よ取■を概算した D群に揉取■を具体的に

示して減塩指導を行い 77例 (S群 )について36ケ 月後に,評価した

際 果

'D群

のFf塩工■■はH群 と差を認めなかった 2群 とも血圧や降圧楽
数と食蜘 量との相関は認めなかった 指導後 S群のlllF■ 交イヒは認めな
かったが 全I_只取量 (gl日 )は低 ド Ol=22,s86=23 P‐ 0“)し
た 指導前食な長取量と池 量は正相関し 減j_量 は拡張期rlF■低下 (■

‐

02 p´ 00y)ゃ体薫減少 (r‐ 026 p‐ さ幅 )と正相関を認めた

【結請l食中 量を■4● 4ヒ した減壇七導は 恵者の商 意識をより上し

咸塩のみならずエネルギー摂取iのコントロールにも有効である:I能 IIが

ホ1塗 された

田田目

「

硝露顧璃蕊謡看鵬♂萩百
'6ふ

査

る 【方法lD● n[nant N●_ml、硼 変奨体1でm2(DN‐ TcOを RIPプ ロ
により膵βll胞 で発■させたトランスジェニックマウス (DNマ ウス)を

叫析した 【結果111島てDN‐,'内因llTc「12の 10●以上発現して,

立した3ラ インを解

"iし

た 成体においてDNマ ウスは野′1型 マウスと
て ■■ヤインスリン感受性は同程

“

であったが 経[Iお よび腹
試験の及方でインスリン分泌匹下をFう I蠣能異常を呈した 出
成体においてDNマ ウスでは離脚 咆画薇 と

“

腱 インスリン合量が減少

た DNマ ウスの単離諄島ではサイクリンD]D2 11aFA インスリン1

発現低下を..め た 【ittl i,●匈でTc″ ]2が違うシグナル経路は
量やインスリンの転写の制御を麺 して絆

`ヽ

謝に重要な賀割を米たして,

スルホニル尿業 (SU)案 と_AMP
Aテ

'性

化

EIE―  膵β細胞のTc7 2は 糖代謝 と膵β細胞量 を制御する

市本 体薇1豊 H 道人i熊 谷 勝義' 1`建 恵三
'

桜

" 
贅孝1奎口 ,也■ りi上真理ア 常本 真彦.

北村 忠弘1植本市二郎ll"E  子
.

東京大学大学院医学系研究,情屎病 `ヽ計内■li理化■研究所代
ム1同 i健康 オ養研究所臨味栄壼研究証 辟場大学′1体調,1研究所代謝シ

究展,「センター
'

I目 的12型精尿
"遺

伝子‐
"2が

“

,拠胞で■う●Ilを in宙、。で明ら

柴崎 想雄I商橋 利匡
=高

嬌 晴や  昔凛 撻二・ 清野  遭

胞内代謝物質に右意差を認めた 皓 苗1慢性的なインスリン

利胞において グルコース経度に対して,民性のィルカゴン

められた 種々の判胞内代謝物質の変イとが

'則
t分泌に関与し

性が示〕唆された

畑

原

小

梶

・f村 毀

『

1糧垣 順子:“治屋勝ア 岸  持F 平野  ●|

小林  護  椰本 武潔
1子 口大学大学院医学系研究■保掟■専玖 山口大学大学院に宇系研究■応用区工学系
器
=l脚

医科学生体機能分子制

"学

分予 山日大学医学部附属病F.臨床詞濠文,セ ン

'-1 
山口大学大学教育長鷲保に 理ヽセンター

'

I目 的】AHAが推爽するDASH食手渡法の献立を日本人が機繊ヽ取すること
はUlllであるため 新たに日本人・ lけにDASE」UMPを 設定した 本研究の
目的は DASHJじIPに よる0■ と百代■にtlす るカスを検討することであ
る

【方法1正常高値血[■度高血圧で降圧剤をlkl服 していない59名 に対しDASH―

JuMPを 2ヶ 月間実施し 体重と格代■について検討した
:結果,平均年齢工 l± 81晨 晰究肖始時の体章5● 4■ 12 1kgが 介人螂 25=113
kg F・ IFに 奎腹時工搭値Ⅲb=2almg'd-9■ =14■m`dI空 腹時インス
リン値65■ 58●llu/■ 1-441=27 1μ IUぃ]口 OMA― IR lヽ 3● 226-100■
077お よυ■OMA―,710■ SS―●●4■ 312へそれぞ

“

工下した (p<OЮ5)

い ■l DASFJUMPま 降圧効・・ だけでなく絆イ嚇

“

普効果もあることが明ら
かとなった

EIEEE 後期高齢者における膵島変化

|1戸大学大学開に学研究科判lle分 子に■. 神戸大学大
|`内科学` 剌戸大学大学院医学 II究■分子l嘲医学'

:日 |ウ i SU業 によるLpaαA Il■イヒ騰構を解明する

【方法】ドッキングシミュレーションで予測されたSU業 と結合する
のアミツ酸残基に変異を導入しFllETによるEpた2Ar性化の評価
ンクラミド (GLB)と の結合燿  Rapl活性

`し

た験を行った

靡 八l cAMP結 合ドメインA変異体はSU業によって活性化されず
下流 シグナルであるRaplの活lt化 能力餃 弱 していた てAMPア ナロ

FEpac2Aと GLBのヽ異1喘合が認められたが ドメインA変異
らなかった また SU業 によるEpac2A活性ltは SU薬 の構
に依●的であった さらにGLBと cAMPア ナログの,用 によって

前来的に活l■ 化された

皓 識l SU薬はドメインAに結合する力ヽ その普合は。AMP渡度
ることが示された またSU茉 {よo鋼 の協調

"ll用
によって

性イとされることがll lら かになった

インスリンレセブターノックダウンた0細胞にお
コース濃度の変イしに対するグルカゴン分泌動態

別所  恵ヽ三柴 格子1寺蔵 絶吾l今川 杉″  rt, 優響

大阪医科大学内■■ 0'1大,区,大学内在学 いヽ

内分泌 代議内■学
.

IHl」】慢inJな インスリン欠乏状態における辟悧 砲のグルカゴ

ついて検.Iす る 【方法】インスリンレtプ ターを安定的にノッタ
た {llul)αTc6緬胞を作成し グルコース渡度の変化に対する
ン分泌動態や綱胞内イヽ澪物質の変fヒ をコントロールαT“細腱と

た 【結果I IRKDα TC悧胞はコントロール●Tc6細胞に比し
ス浪度に対するグルカゴン分泌がな意に高■であった (ml=2
1l pg/1g pr●te n pく 001● メタボローム解Frでは 両細胞閻

言口 太郎 水 :: 格歳 描栞
人本橋繰六 " 

筆田 I哺 坪,F堅 太郎

弘前大学大学院区学研究科分子病態塙野 議度

t日 IJ1 2型 薔屎病 (2DM)罹卓事は加齢とともに精力!す る その機序を

知るた0 今回 後狐高齢者における膵島組織lF」変イヒについて校計を加え
た

I方法1症
"は

若年者 (Y)(平均26=13芝 )13症例 篠期高齢者 (S,(平
均∞2=09歳 )23症 国 T2DM後期高齢者 (S+DM){平均888=15出 )5

“

例であつた これら症例の割検辟長に級織nJIF計を加えた

【結果IS群 とStDM群の確にL肪浸潤 外分泌の各縮・ |・全例で認められた

また 確島アミロイドユ着はSllでお・● S■ DM群で80%認 められた 略

島銅腱形ぶ計測では ,細胞の割合がYrr Sに比しS+DM辞で有意に ll l

していた てpく005)PDX l及 びヽ Iaf lの 期 は Y祥に比しS群 で約・ 0%
に低下していわ '(pく

“

跡)St Dヽ 1群ではYと ほぼ同様でとがな力った

【総拮l商齢者眸郎 全身蜃器の加蛉変性 血流変

`ヒ

などに対応した反応性

′イ
`を

示しているものと考えらオした

¨
甥 斃 響 ξ

活性型 xbplの珈 翔 によリインスリン マクロファージおよび遊離脂肪酸により膵島
される炎症関連タン′ヽクS100A37A9の 機能解析

ttt  A' 鈴木  売1斎本 邦子:石】[ 置樹1渡辺 障介(

周  聖濾ヽ鍼口美貴子1 日黒 裕子l熊谷 勝菱 油谷 r■ .

弯田 直人I植木浩二郎:円E  孝
.

東京大学医学部附属長ヒ橋尿病 代謝内社 東京大学tttri学 技lT,F究センターゲ
′ムサイエンス分繁 東京区科大学動物録 センター|

[誨景】柄屎薇にお するインスリン分泌低下に膵β細胞のJ地体ストレスの

関与が示されているが UofO ded proteb rwnseに 関与する転写71子 で

あるXヽ。lt週驚発現させた生作モデルの報告は今までにない 【方法】卜,

絋嘲 :螂飩にに活性型も pt(以 Fヽbpls)を過剰発現させ解析した

膵国 籠苺暴山Xbl l軽興発
'マ

ウスを作築した 【結果l Xbpls過 剰発現

口ヽN蜘胞,は インスリン合量と分泌の低下を認め POxlの低下を始めと

する多様な繰路の影悪を認めた 辟脚 胞牛民駆 bpls追嬌|■,マ ウスはイ
ンスリン分泌低下を伴う時培能異■を示し 単離藤島の解析では膵島1個 あ

たりoイ ンスリン合量と分泌の低下を認めた レ 察】Xも plsが膵o錮 胞の
インスリン,2機能に関与していることが示崚さオιた

■上 工]4 1"1  籠 富壼  優 田島 一日 IFr日

京原 麻山 ■m 瑛子 奥11 田子 山崎 悛介 す内

横浜市立大学大学院医学研究科分子内分泌 籍ス璃内科学

膵鳥へのマクロファージの資潤と輩脚 砲機能庫喜との関連

“
な■力'多

い マウス11離 藤島 (I)と マウス腹畦マクロファージ

よびパルミチン酸 (P)を共接 し マクロフアージおよ

島べの■月を検討した Iと Mの夫培養により ]でのI「lo TIT
Ca2と ともに炎|●I関連タンパクであるSI∞ A8/A9の
られ Pの 存在下では Sl∞ A8'A9の 発現はさらに上昇した

コース濃度を上 デることで IでのSl⑩ A8′A9の発■はさら

樹

夫

利

康

にイtえ て精某 L嚇 細1し を焙 養しても P添加II● と同

めた アデノウイルスによりSlUOA8′A9をマウス輩FIに 週剰
の結果についても報 (キする 遊離 r●n酸 マ クロフアージ

4に よ,相宋作用が生じ Slω 領ヽA9を 介した藤んの

能性が想定された

――S-256-―



t久回贅奥I加藤 敏錫 坤子 美口:星野 スな1渡辺 檜デ
大田  げ 矢部 臓在 日付  呪 移本 一Ill l:時 螢朗' 簿木  進'

t―餃針団法人,大田絵合病見階●太田西′内書院

…

 t―を財団法人,tШ給合

病院的

“

大田西ノ内病院糖民病内■
.

:目 的】構尿病慧著の運動療法実施前後の血棒値手柳能力を調,す ると共に Dκ
に適合した情民

"教
育入豪の教育効果を僣証する

"象
:当院運動指導望において 選島颯■に多加した入院および外来懇十

“

例 (男

性2例 女l12例)平均率m6蔵
:方法1運動療法実施前は朝食内容を;嗜 し また還力泰法実施後は理勁内容を踏
まえた上で それぞれの血鮨藪を予躙し 血贅自己測定路 (SMBG)|=よ って測
定した実樹薇との差を計●した 人員菫

=は
■6■法開始時と退浣直國 Iの2回

外来職子はl回調奎した

臓 スI人鯰息者の運動療法実施前の血薔子厠極は 運動療法開始時 退臓直近時
共に 実濶値と有意な乖

`が
あった しかし B院直モ時は

"始
時に比 し 誤差

は減少していた また 入雛息者の■魔直近時の血徳値予漏た力は 当睫外来型
運動数多の長期ll"者と比し有量差は認め られなかった

田目EttEE口
 母貫

自
量覇層言≦澱輛握ゝ蓋曇増与塩量9禁i'雲畠贅量

, 報 )

介入の検討

三菱京

“

病院リハビリテーション料:京苺情大学健IF_部母学藤法学″
=

病院饉尿病内fl'

当院での2型僣尿病患者に対する教育入院は 心肺運動員荷試験

驚気性代謝闘

“

(AT)を 用いて,今で適切な運動介人を,っ ている
し 多くの生

"は
AT負書て運動を開始できず 教育入眈中AT

ていない息者も餃見される そこで本研究のB"は 教育入院中AT

をもちい

出来ていない原因を明ら力とすることである ■重は 教育

l●
●160分 :コン

'4(p‐
oo41 1カ 分 :14071tt R【 0分 :

分 :(76/417 ∞分 :63げ●98 1カ分 :“3¨ )ま た9か月

大学I暖研究所病院看護す  |ヒ旦メディカルトレーテー科事務'

lt里研究所病院僣尿病センター.

:青贅12型薇屎猜運動壺法は歩数を日安に実饉し年晟

`絡た場合でも歩欧に変化は,れない :B●1女Fal ∞晟台の1日

.I測 定 【対彙忠者10他院への通院なし●J:事が激しくない
動遺計保持にて (入漕 睡眠以外)●∞H回通常生活と無

なし :結果!゛加者4名 年能 4,40 rI動平均lν 分

今後は歩きましょうより身体を勁かす 筋内を重うが好ましく

多く長時間の運動が良いという時代はもうとい考え方なのかも知

価  暉―' 平山 善康1出見世真人' 大田垣あゆみ' 否非 嗜4
田中 学大1阿波 邦摩1^付 史7・ 中Il 忠澄'

辻 久美子1福

“

 基″  ●住  機 倭  夫司'

大廊川女子大学生鵡

“

食枷朱贅学科` 式車1`☆子大学栄養科学研究所i 武車‖
女子大学条養科学研究所 名谷病た

'

I目 lF11■構 能暴常や脂質奥常は運動無法によりこ書することが知られてい

る 今回 耐着能が正常な若年女性において 習慣的な運動が糖代謝 1日質
ft譲に及はす拗来について検討した

1方法1習慣的な運動をしていない学生四 名 (n●Ex群 )と 習慣的な運動を
している学生131名 (Ⅸ群)を 対象に DXA(Du劇 。nos X,4 Ab∞rpjm)
によ7● 体組成測定 経ロブドウ糖負荷鏃  (OGTT)血 濃―■■化学検査を
,っ た
【結果,EX群 はno正X澪に比し 体魔防宇が低債を示した OGTTで は空瞑
時血帖億はEX砕が●●JX辟に比し高億を示したが 2時 m後の l哺値及びイ
ンスリン値はEX群れ ●●EX群にltし 工値を示した 鮨質へ謝では EX群が
,onEX群 に比しLPL Ap●ハ飩 億であり FFA RIP c′Ю び 低薇であっ
た

I総播l若年女性において習慣的な運動は6榛能の向 Lや贈質代謝の政善に有
月な効果を及ぼすことが示唆された [HbAlo:,DS値 〕

田目[日【E四 若年女性におけるこ動習■Ft代議 腱費代謝に及ぼす影
■について

BMI 入院時のHbAlc AT Rak V02な どに有章
=を

認めなかっ

のことより 教育人院中の負荷量がATに到逮出来ていない原因は

以外の要因に影をされている可範 がある [HbAIc'NGS■ 劃

急[冠症候群患■における0腱 リハビリテーショ
∞∝ 諏 rgに対する影

=
簡  lH憲 官石 譲介 伴野 ■― ,逮  仁
群馬県立様 血薔センター簿喘 内■
背景 ,Ou∞

“
匈‐gが じ血苦イベントに関与することが知られ

ビリテーシヨン (cR)力
'壺

血じ い疾患予防に必要と考えられている
00ヽ SWingに対するCRの効果は明らかでない

行いATが算出された2型番尿病思者16例 である 対象を教育人

負奇力■Tに到逮しない0者群と漱青入饂中の運動員荷がAT以上

患者幹の2群 に分け 各峙性を比|・Kし た 結果 年齢 脩別

対
=(CR19名

 non CR21名 )急任期

“

療後4f口  0か 月後
を絶4, 結黙 急性期に両群間で

“

 IRI億 ともに右意差を認め

123″68)9か月贅CR群でPGm分力

"意
にこ● (К O分 )

Ш目[■諷Lu出
製 誦 期 墜 う11尿

病恵者の血僣変動に及ぼす

日的 ,ACSrtのcRがJocは ″ヽingに 及ぼす効果を検討すること

方法 :ASのためPCIを施行された息者に対して退院時にOG質
正常型 境卿 lであつた点者に対し 遺隔期にもOGTTを 施行した

時にCRを勧め 退院後も継
=し

たCR■とno CR群 でOGTTの
た

結料 初回OGTTはm人に施frさ れ 正常型 境界型 積尿

"型
は

力23人 (88%)40人 (ull%)17人 (213%)であった
は40人 にお行され 18人力〔醸  22人 力ヽ o CR群 であった
s口inogtt indexは 両群に有意差を2めな力oた力l Guαv
で有意に政着していた

結議 :ACS後 のCRはgu∞゛ swh8を 彙善させた

包格的心晨リハビツテーションによる耐糖
討

悴

" 
潤― 安建  仁 官石 絆介 衝  個意 大島  茂

群馬県立●瞑血管センター術環暑内科

目的 ,昴
"心

晨 り′ヽビリテーション (CR)の耐糖能異常改

した 方法 :all年 1月 ―

"12年
12月 に発

=し
た証 冦

=侯
群

本田 崚介|"● 真也1池本 敬P 砂本  茜1綺方 に .・

高機 和F 浦  幸F 高情 ぶ奥l山 口 壺ダ
計早記合病院り

'ヽ

ビリテーション■1諄早記念病院内・ I`

【日

":運
動量法の効果

"定
について持鎮 モニター (CcM)を llい てコ

ントロール群とltユ検討した
I方法1対象は率院入院中の重簿な合

“

が なく 研究参加の同意がllら れた
2型憾尿病息者l]名 (女/男 :66 F`均年齢 :“ ,■ 113歳 BM1 264■ 65
Hb7A lc:90ユ !5%)である CCM姜 有申にエアロバイタ運動 レジスタン
ス運動を3日 岡実施 コントロール絆にはストレッチのみ17い  3日 回の2峙
間平ヽ血構 1 2hBS(■yd)18nノ 」以上血僣抒義嘲 い S>lm(min)
運動

'血
橋低下,(%)を 比較検討した 蓄計帯析(導MP verloを llい て行っ

た

【結果

'2個

ヽ BS>l“  連勁中血億

`下
宇は 運動実施辟にII・ いて,日 日よ

り,意に低下した
馘 詢13日 目にな意に血樹儘涎 下することより 運動を継続的に火施して
いくことの重要性およびインスリン非依存的な糠イt謝にも大きく関与してい
ることが示唆された [HbAl● :NCSP国

(CRんon Cll'PG O分 :ツ″gる ∞分 :161/159 

“

分 :1914“

171/171 1RI O分 :■19/53 m分 :3M415 ω分 :lG7●84

ШttL目【口D 透■順序の違いによる血彗変IIのCGMSを用いた検討

すると は 計ではP“o分 (p‐ 003)IRI分 (p‐ 004)iRlla分
でな意に減少した 結轟 CRは 食篠高血糖 インスリン過剰分泌

一般家
―

の活●|■い

学,法人I里大学北里研究所病院メディカルフイットネスtン ター̀

珈:薇 明子:渡辺 雄―1秋元 棄摘' 塚奉 洋子i口 1名由記
=竹

“

  産' 山田 書彙1山田  智

丼 L 久登 笠暉 啓分:茂手木宏ヤ 壼丼 lt― '

国彙直管総合ヽ 咤■澤中央病院り′ヽビリテーション科i:1保直営総合病院君摯中央病院内分
終

`1詢

辟

:精言!

運動摯法においてレジスタンストレーニング (以下RT)は有崚素運動 (以 下AE)
と同様に有用である 今日 精購 ■をにおける低負荷RTと AEの実施触序の違い

がな鮨0島に及ぼす影手を崚首した

に 日,

症例は67歳 男l1 1日 目に

"負

荷RT後にAEを 実嗜 (以口 T先行型)し  3日 日は

AB機 に噸 荷RTを 実施 (以下AE発行0し た 2 4ヨ 日を休息日とし評価した
運動燎法は 低

^釈
Tは■●な節収綺運鮨を AE`ウ オーキングを実施した 運

熙 法後12時間の血輌 を持釉 グル●―スモニ ,リ ングシステム (lt「 cGM)
にてlt較検討した

I結果l

本掟閉ではRTttl■ 型の方が運動後平均血彗 標準●差ともにAE先行型より低値を

示した

【考■1

2つの運動を組み合わせるurにより運動療法の効祟が異なることが示曖された

[HbAit:NesP“ ]

最多時間18時 の151分 13時 の123分 13時は116`卜 歩数

歩 レ 察】歩行数を増やす事|1籠動量増加ではなく 活動量が多
も歩勒 ラ |ヽ事はない 14●・ 語l着屎薔患者指導時はよくという

― S332-



11`里 大学北里研卿■■臓僣屎病tン ターiテ ルモ株式会社DMι
^ル

スケアグループ!
―フ筆形●ll'

,事とヨロが増晨病治■のふ率である力1題勇崚法実お卒:=饉い
フィードバ′夕型歩FT番●静 (メ ディゆォータ:テ ルモ社 稟京)にて 身舗 羹■

置薔薔■状況が■化するかを検
=す

る

●屎着センターヨ掟Ⅲ″ 型お罐痛車者に歩

…

計を十年目繁腱贅,し 2,月 毎に

く
烈 警  HbAl●7瓢上

"鰯
上鉤虔未満を対象

北量大学北里研知千病院栄姜1卜 1`■ 大学北里研究所病Fi躍

運動施設を持つ痛長
=趙

腱する患著でも薇 して活動量は颯いヽ tl● な強度の活動員

院メディカルトレーサー科[北塁大手北星研力

"事

腱′ディカルトレーナー科事

取り■みが必要である

"瞑
,tシ

'―
it呈大年北里輌究所■掟露

“

■ 北里大学北里研究

露 済の10名 (男 4名 女6名 ,(年齢まり ,1り では モヽ

"′
歩,日 2Mg、以上歩

3MER歩行
"分

であoた
,数 i不足してお り また 21n ・ 以上3Mrk米置の話勁も短 く 3MBR以 上の運

もに WET■ 論の身体活動増¨にも運■憲法 としてのチャンスがあ,え る

僣尿病●きの活勁二測定

獅 ■●の2理彗尿痰患者に対して
常生活活●■の増加を図った1倒

口菫 明子:夕元 年

“
=李

じんみん  霧答疇友子l II
丼上  岳)内田 椰-1島 田真■‐ n  e曖 1撃●

田口 友子  遷田 菫留  田燿 自ユ 1::口  ●羹l"ホ
,本 留美,中 II僣 軍■ 月村 秦鴎 山田  椰・

須時 山香' 豪谷 由計  申澤 祐
=長

●

“

l●■l^" 浩-1
間島 康友` 石田  ●`

●林大学医学部付属清悧 ハビリテーシヨン室:香林大学医学部第三内在 (補尿猜
内分必 代謝内■). 杏林大学保腱争都理字事颯 ●

“

大学医学部リハビリテー

ション医学教室
.

IB的 l

機帝型欧拍.I(セ イコーエプソン社製)をセ用しAT屎植での違動指導を行い

[ヶ

…
―

法の働果をGAの輝 と運動時国とで比較検討した

:対象 方湖
当院外栞過院中の2型椰屎猜息者男性15名 (キ詢 奎107● 中

=。 'g/

“

GAl"± 32%)lヶ 月国朦拍.Iを姜著して生活し l分 月後のい 変化量
と脈ll計 より得られた運動時間との相関関優について積けした

1結果 考察1

選動時間とGA変化Jと では負の相関は認められるものの有意ではなかった

運動量もしくは活動量が多ければ多いほどGAの低下につながるとは結議付け
ることができなかった しかし AT以上の運動または活動量を■導通りに達
成することができてお, CAは ]ケ 月後で有意に低下していた

田目EE【Ett 11:菫
言[F運

動憲法¨ 果―

"帯
型藤拍計を畑 し

Ⅲ目EEttEDぢ
[電雷t[書者是:言:奎3R房機帯億,1デ

イウオ~し  日

大地1大山

久調
'

澪平l

田中  哲' :〔お

,pe2 DM 頸推CIPLLの 既往があり 今F●l● llに より頚髄損傷
受傷から1カ 月経過後にC46t弓形成術を鮨,される 術前からイ

リングルリツン4● 4に よる血億 コン トロールがlTわれていた 術後 l

らビルダグリブチンlmmg/日を開発 行動 日後からインスリン中

, グリクラジドang7日 内度再目となる リハビリは人院時より

ていたが 頚菫損饉による鮨力低下と感覚鈍凛がおしく 座位保持困

あ, ADLは 概わ0介助であった 術後l力 月を磐過し 四肢の筋力強

目的に病室ベツトに抒Fを取り付け 病室での7「■運動を開始した

院リハビリテーションlll金雌 会保険捐院内1墾 金沢社会保険病

へのプログラム立案と運動指導を行い 日常生活の活動量を

してtヽ る宙度変形セ麟田節奮患者の身体活瓢

鞍掛珈代子 原田 和子 澤野 目子 横」i  菫

ば薇法人社団む和会平和台病院看議都

構尿病の運動療法は「いつでも とこでも 一人でもできる中等度の運動」

が基本であるが 恵者の中には七示された強度や時間以上の過度な運動が

効果的だと思い込み 颯感れや関節痛などを起こす例もある また 自分

に合った運動強度べの認知魔は工く 指導の朦にうまく伝わらない現状も

ある それらの事から 効果的なこ■に対して正しい知識を身に着け理解

を澪めてもらいたいと考えた そこで今日 当院に入院中の精屎病息
=10

名に中年度の運動が●r,化できる万夕計 (メ ディウォータ)を装着しても

らい 30,歩●を行った 督着前後でアンケートロ■を4・ った結果∞%の

人が中等度の運動を自で見て体感でき きつくない運動でも効果詢である

と理解を深められた また 運動前後で平均597Fノdlの血構低 Fを乏め

その効果を実感できたことにより可祖化できる万歩計は有効であったとい

える

贅墨 技里1住友 チツ "ホ 洋舛 小池口登美
=松

本 事塁:き部 ―■
高瀬 悽IIl新丼 美紹 山口ゆ0‐ ,田 謗Ц 富川 高一' 大野  WI
移II  餃ヽ 関口 芳弘・ ●オ ●美・ 松下 廠認1宙疇 

“

同・ 矢島  贅・

古田 教行・ 渡邊 格子・  II木 棒夫・ 貴田関正史・
立,相互病院り′ヽビリテーシ,シ F 立1:相互窮院内分泌代謝■1すずさ皮膚科' 高I,内■lク

リ●ッタ健康運動織 ` 公立ll和病院看護F朝 比奈クリニタタ青理朱で  東小金丼さく
ちクリ■ラタデイアアとき′え 立‖椰疇 院事柄工 多摩丘餃

“

屁撃養苺 8野市立病屁米養

絆 椰姜 ∝ めのtミ ナー・ 即 臓 人西東京麒 饉嬌 鴨 ギ

tU的:崚 姜担当者のためのセミナーJで 多●●が行える■鮨螢法を習得する

事を目的としたワータシ●ンプ (以¬ IS):こ■いて今後の麟贅描■に役立つものであ0
たな 討したので薇告する

(方法l WSま 講義と運動体験を行った 1)動 燎工を行っている患をの足の観察 2)
WS瀾足腱 3)今後の家姜

"導
で指用できるかについてアンター トを行った

腱 果1患者の足を必ずえるl名  たまに見る13名 見た,がない4名 WS詢 足度の平均
値 ■蒔お 1,t 運動体験Ⅲ t 今後の振養指導で活用できるかは「息者のたの観察と靴
については全員に対応で,リ スクを軽な きるJであつた

I●蒙 結需l WSは管餞足を見る豪会が少ない参m者でも活用できる内容であ

'満

足度
は高かった 今後も豪姜鮨率|=関わるスタクフのニーズを口たすユ■の鶴 が出来るよ

う全百していきたい

永田 美和l天‖i 淑安' 4ヽ鮨●壼熟 丼上  岳1西II ―■  原  構●・

出朦 懇子l鈴本 鳳子1ヽ本 麻翌 深谷 梓子
=青

木 慶

“

. Bm 
山
=置市 ―美 キ 高構 人情・ 

“

輌 債輛t11口  押  贄田田正力l構本 彬大・

東京医科大学八王子医療センター栄姜管理合' 東京[摯大手人Iチ区嫌センター構屎病 内分秘 It
壽内織 高常内科クリ=,夕 l,ι■大学葬争

“

桑織 宇

"雉
4 晦 寄掟摯養望  ●

‐t野赤十キ

輌魔栄発■ 公立昭和網院' 晦 輌曖リハビ,テーシヨン
=菫

Hド 薔大学メこ 子医療セン,―中

央躾査置 朝比奈タリ,ラ クi筑薇夫宇' デイケアこさん■ VO■人壺東京臨隊饉屎潟研究ギ

t●景:西東京地区では獅 年よ,■0攀 者を育蔵するための脩庁を開催してきた

1目 的:"は 陽 躍月遍働a菫 を1,じ ●・2てみよう」をチーマにセ ミナーを目璧 したので

ll軒する

i方 法:参加者は

"名
 鮨囃嬌における理菫栞法に回する躊薇と患奢状2に応 した実技術導

=liっ
た 研修終了後に 各率薇 薇導を像 脅評饉 し 意見 要望などを自由記収で求め

た

1結果1各辞義 実技について 適切であった どちらかというとヨ切であった力■ -l① %
実際の0希指導に 役立つ どちらかというと役立つ力鴨 %であった 自由記載では 明日

からすく■
=役

立つ内容 今後もtlけて参加したいとの壼見が学tア られた

に 察l疇尿口通勁敦笙々チーマに 案距 きる指さをD標に

“
"を

lrつ た 実施縦アンケー

トロ奎では 実Fの運動指導に●立つとの日答が多く 実崚につなげられる研修となったと

思われる

円田

せることができた HOAl● la6 0%か ら駐1%へ と低下を認め この滑
も血糖コントロールの一饉を担えたのではないかと考えられたので

る [HbAlc:NCSP"1

■について
田目[日■E囮 菫颯蒼瞥ξ慮lζ看記費「rm型・・ ワークショップの■

松浦

II

卜‖ 腱美
=長

各■1本一:山 移 ゆ欅  凛日

対象とし DM■
'と

非Ⅲ 患者間で身体活動量に豊がある力を検討し

を

"摯
と

“

O HbAl● 肇0晨螂カ

り,ヽ ビリテーション斜
. 

赤羽中鮨 病院内利
|

し 〕M=キ D■l諄にfrけ  各本的情報 (■ 長

身体活■量を調査した

られる  口 bAl● ,NCSP饉 ]

114● 4■ ″ 62k● 」)饉 伸展筋力 (aD■ 08 1B,ol)で あ , その他の

有憲差は認めなかった

, DM群力守 DM辟 と

"壁

度の藤関節痛だ
",非

DM"よ
'身

体活動量が低い

れた ,I患者は 選働凛法を行う事〔 血薔ラントロールなどを改善させる

刊曖,i韓 HbAl∝6● 0'% 非DM諄は

“

名 712■ 68崚であった

日は BMI Cη ,6=“r獅 ■
"k′

ぃ  身体活動量 (″ 9■

酌 Aの合併●例でも 適切な運動薔法で書体■動量の権持は可能であ

社団紘和会平和台病院着鐘椰

日本構尿病警養指導■ (CDEl)力嘔 勁■導できる●動ツールを作

不安なく具体lj便 剛指導力
`で

きる

方黎】調査動同 :平成25年 ll月 1日 から11月 m日  当院に入院Ⅲの

運動颯法プランを患者とともに考える～活動量を可捏化し
たツールを使った患者支援への取り組み～

陽子 原田 和子 崚掛加代子 横山  忠

許可がでている重者 活働や■動量を結で示した

ドを作虚し 運塾プラン撻供書の書式の見直し 政書

くの息者に指導できるようになった

活動ツールを使用した運動プラン作成は 樹場的であること 数年

田目[日諷口u 
曽暑響・・・

法指導担当著の青●を目指したセミナーの企

カードと通勁プラン■候書は 健康運動■導■2名 らが活用し 運

ンを作成 活用できている 以前と比べて薇澪時間も短縮され よ

うめ方式に記入すること すぐに消費カロリーがわかることなどから
こわ力りやすいツールとなった 今後も橋民■患者の合併症進展は止

こ,めていきたい



HbAlc(NCSP億 )剛作用出現を経通籠景した 同意が得られた症

保健学研究l枢栞生命,テ領逹生体機能科学分猾' 弘洵大学医学部

弘

“

市立病院内fI・ 弘首市医師会におセンター`

コ 日■与型 (W型 〉エキセナチドのな力性と,全性を検討した I対

酎

近澤 真Fl' 松本 教虹 松構 有籠1輌町  幸'

中付 光

".

去12型薔尿月■青6例 年飾 12■ 104歳 BMi3"=46 糖屎病歴
7年 W型エキセナチ ドを導入し平均∞■画 空腹時血構値(FBS)

で持読グルコース測定 (CGM)と '℃
―アセテー ト試験で胃排出

ド1日 2回■剤で消

`ヒ

義 が出現していたせ
" 

切り替えにより良
ントロールを構持したまま消化彗 は改善 ●5‐t男性 BM2 8

田目[日【厖口 短期的炭水イt鮨制限食治療の試みのための■ll調査

木本 博章

水本内月クリニッタ

晨水化物制限食の長期のエビデンズについては不町を点があるが短期||に

は記綸 i糖 ■tt腱肪をと書するとの報告があり 薔峯性を解摩する為

短期的に実基する事||1安全か否かを華認するらの事壺調■として新理又は

中l幅考で書包 期までの血饉不良な2型鑢屎病皇者10名 に最低2ケ 月 (2ケ

月から3年 )のよ水イと場莉瞑 (晨水化勁m%比事)を試み 体重 血糖 脂

質 アルプミン尿 網曖掟にヽする影
'と

食転 法の洒足度を調査 2ケ 月

後には①体垂は全例減少し平均ユlkg減 OHbAlcは 全

"減
少し平均102%

から63% 血継政善は制限開始と共に始まる為薬刻投与時は低血糠回遊が

ユ要0中任脂防は全例低 下し工俯■となり LDLは減少傾向 HDLは増加

傾向0ア ルプミン屎悪イヒ例 網腱症悪化側なく0全員饉続希望との結果の

お 腎症2期 までで減量と血籠と書を急ぐ場合は試みてよいl手長と考えら

れた 〔HbAlc'N〔P植 ]

]目EE=函□ 2型増尿
層鼻ξ(PFttT留見塩詈

積に政ぼす生活リズムに

'I轟

 隆子1村 ]和V 門日  llll西 浜 壼燎 全子竜太郎' 井日  論l

壼朦 嵌工1高構 宏智 童ll りと 佐藤 祐造
名む屋女子大学家政学部食

"ケ "'伊

勢赤十字病院待尿病 代謝内
=は

■知サ魔大学心,辛評
愛詢・・ず

=大
学大学院人間科学研lte

l目 的】
塞 薔屎病患者の凛革内晨諧ll ttllに 及はす生活リズムに関与する生活習慣について検
討した
tけ拿 方闘
対餃は1“名 (平埼年

"581)内
口あ助面置と身陣 壼濱掟全を人院と返臓時に実

“

した 生活 食習慣については口間表を用いた

【紺暴l

臓部内崚臓肪面積は入院時騨 ●販 m."ら 込院時平均&m2と 有意に低 ドした 血滋校
企はΠs GAが有意に低 F 迪にlS AC`t有 意に高[内 晨踊レl藪

`ず
未綺若 ま2名

以 [をは41名 生活習慣では 「班!1,:し い生活をしているJの有無と有意だったのは
「狡12時 までに寵る」で r諄 る」昴で有章に低饉を示したのは BM: VFA LDL CPR
lHCベ ブチドで 高値は年齢 ‖Dし C cAで あった

Iま とめ1

教育入蔵によ, 格尿綺が改善し 内臓聰務面積も減少した その減少には 12時 まで
にれ破する習慣が重要である

した い 八降 例でFBSII敏 善し S型からの変更例111を 際さ05～
のあ Alc値 の改善が得られた 体重低下は認めず CGMではS型使用

血篠億は上昇餞向であった 胃運動排泄屋延はs型使用時の

していた 空腹感 悪心 排使時閲の変iヒ を認める症例があ●

臓日 W型エキセナチドは体竜刻 とにかかわらずnSを
`下

させるこ
善し 長期罹痛期目i例においても有効な治療手賃となつ

と考えられた Oilハ lc:NOPi]

当院におけるエキセナチド週 1

千東 山本 綺之.重口 真幸 大黒 晴失 査田間正史

内分泌 代離内料

作動率であるエキセナチドには 1日 2回 黎刻と週掴 製剤があ

"1昨
事に赳Ш 製剤赫 となったのを受けて 当院での使聯 lの

するべき2●

"を
41有する なお2E例 とも内因性インスリン分泌

ている壼例である 123歳女性 BNIP, HbA t町 % エキ

経験

親子とも

"菫
なくインスリン注1抒技皆停も困難 認知症の

限なく食事を本人に与えてしまう状況であった 遊円看護師による

ナチド週l回投与により食欲を含めてコントロール可itと なった 本

症状の強い症いや食欲が抑制できない症例に有効であり さら

子技習得困難な0者の選択鷹となる可lt性がある

2型●尿病患者に対する朝のみVS夕のみ■■質食導入の有
効情と安全

`

¨
 臨 瑠岳

せする運動療法によう▲鑢奏■と治燎法

泰史 黒国かおり 中

"1 
浩実

博文 人口 日本 彗  俊咸

結蜃制限は血IH変動を改善し体重を減少させるが 長期的安全性は

ある 今回 部分的な
`嬌

質食導入の短期的な有効性や安全性を検

健研究崚ビ・・系,創奎制御学

【方法1患者をll 夕年に睾作ら割付し tt燿変に続き2日 間10%
ドで血撼変動を∝ Mで記録した 7"(輌 食輌

" 
夕食諄

")した Iお界1●両群の年雌 体重 HbAIでは同等であった 0低櫨

選美 義人 大澤 昌lL 移山 暉明 沖杉 真理 ‖1崎 喘記

ヽ出 益口 壁谷 態介 番月 億悲 及,1 澪 ― 員田  綺
東京都済生会中央病院糟晟靖 内分

`内
■

1口 lrul運動療法の効果を 通動前後と非運動時の血僣値を比較して検討し

た

I対象と方法]対象は 当院に,育入院した2型薔屎痛,そ%名 である 午
歯中に達銀 法 (ラ ンオ|lnと 12bの ウォーキング〉を実llした日 に 動
0)と 諄義の日 崚 澤H)の朝食菌と昼食市の血薔植を測定した

I簿界1「昼食市血絆 朝食薔血饉 (以下 ∠壺糖)Jは 運動口で 12=■ lm′
d! 安静 Hで228■ 4261ngldlで 運動日は右意に昼食前山籠上昇が抑制さ

れた (Pく 0■)イ ンスリン使用辟 0名 )ではZ血糖は運動日と,静 日
で有意..を _●めた (Pく O15)力1未使用書では有意差を認めなかった (P‐

OЮ 6)

レ 察1本検討では 枯尿病■をに対する憑動豪法の息t拗果が有効である
ことが示曖された 特にインスリン使用者の場合は 運動による血糖値上

昇抑|サ の効果が高いことが示された

全轟 `広 竹下有実枝

普通食に比し 24時 間AUCを朝交群 (141il"%)夕 食

'( 
・ =

M植は輌食ll(-2"=171・ |)夕食辟 (221=%1・●)平 均血

貪群 (141■ 10■%)夕 査群 (― r4=71ヽ )と 減少させた 0
食群 (19o■ 1 lo% P‐ Om)夕 食帯 (089=0田 % NS)と

に低下した 0脂質代謝やケトン体に変化なく 満足度も同
た I結●II部分|'な 格質制限は安全であり 朝■群で有意に体重

させた [HbAlc:NCSP値 ]

●瞑

"瞑
の実践と中等度―高菫の●口

"瞑
における血中ケ

トン||,日味 討

浩1江

“

 鷹二l中村  イ

田同病院内ll' 高雄病は 中付膨 外■クリユ′ク
'

となり効果が20ら れた また ,等度から高度の糖質制瞑を継続し

18例で血中ケトン体分画 (総ケトン体 アセト酢酸 3-bydЮ xy酪

10∞μmd/L 4049g/日 では困06∞帥 ●tL mノ ロ以上では

あoた アセ ト酢酸がと3 hvd"饉酸との比率は }15%:S―

ШttL■謳●D :i“ グリアチン毎日内照と隔日内菫による●聰改善効果

を調定し 1口 に摂取している構難 と血中ケトン体分画の濃度との関

おおむねの傾向として 30FttHで は9XIIm。 げL以上 鋤 39ノ

我々は肥詢や推晟着などの症

"に
対して撼質制限を行ってきた 今

例について体量の減量率を算出すると10%以上%フ・ ● 5-"●●が

神7 -蔵1青木 一孝l"山 博史ヽ癸田恵理子In栞 正に
篠田 和明lⅢ 島  茂:゛内 嗜夫

.

根浜市立大学大学院医学研

"l分
子内分泌 僣尿病内■争l横浜市立大学附属病院臨

●統言学教室̀  横浜市立大学
"口

病●t臨■tiF_ 中島内■クリニ′ク̀

【日

"】

テネリグリブチン毎日12,及● 隔日

'与
による血林と普効スについ

てlt較 した

I方法12型橋尿病患者34名 を テネリグリブチン20mg毎 日内月1第 17名 と隔日
内li絆 17名 に割りつけ 投与詢 1 3か月後のHbAl●  GA 15-AC 臆質
41重  血tL 治療に対する詢だ曖 

“

作用を評

“

した

I結果l贅午前 l "う でHbAlc CA lデAG 鮨質 体量 血圧 治栞
の清足度に再

=間
で有菫丼を2めなかった 副作用は 軽微を低血億が毎日

澪でl" 隔日群0例 連0醸で便aが l"あ った

1サ察lテ ネリグリブチン隔日崚与でも年日■,と ほ
`r同

等の血穂改吉効果を
2め た 鷹日F・ 与による治薇でも一定の血糖

“

書効果があり有効と考えられ
た

I帖議1テ ネリグリブチンでは開日サ,で も ―定の血僣改善件用を認め 治療
の選択度の一つになりうることが示曖された  [HbAlc I NCSP値 ]

あった 今回のstu●は 本領域における今後の ll断や治素の基本的

となると考えられ 現在さらに赫 討や解析を経積中である



Щ■L田日LU 
彗警,皇柔童詈雇付

で実施した増尿病霰薬指導体験 僣質制限貪が糖鮨贅プロファイルおよび肝
ぼす影薔 Zucker Dttχ jo;、 ratに おける検

"―
菊洒 千車 松永 民秀 "木  E
名古屋市立大学大学院業学研究l鴨床薬学分Fr

【目的1薬局及び,院実務実質 伎 務実脅)前の薬学部学生に 糖晟痛楽物

豪法と凧案指導を,ける体験をする予習 (体験学詈)を 実施し 実務実脅

終了後まで追跡して効果を汗価した レ 法1恵著役を体験する前に薬剌師

役として服薬指導をする群 (来確 群)と 思著役として眠薬と,1率 指導
を受ける体験をした後で薬刺節■をする群 (体験群)と に無作るに振り分
けた 体験学習前 薬封師役権 直後と実務実習終了後に評価した 結 果】
限案着導の効果の理解度は薬剤師2体験直後には変化がなかったが ,務
実習終了後は両織ともにな意に増加していた 眠薬指導の技能の評価値は

体験群は5項 目■4項 目で有意な増加を示したが 未体験辟は有意な増加を

示したのは5項 目中2項目であった :ザ,I体験学習では息者性を体験して

から服薬構導の体験をすると教育う果が高いことカオ 唆された

上々本体二:円本佳邪子1森峙 僣チ1国田 祀之lり|口 登興き
高枷 諫―

'

た川大学病院内分泌代謝 籍R病内摯 九州大学先地融合医療レドッタスナビ研究
拠●

情 景lイ ンスリンデグルデク (Dtg)の外来切営例についてS14BCを 用い
て比較検討した I方渕 外来通院患暑る例 (1● 11" 2型 15")の特効型
インスリン (グラルギン (G:肛)22" デテミル4")を Degに変更し HbA
leや SMBGを 基にした口姜変動(CV)低 血構 11数 などを比較した 僻 果】
平均崚彙期F・5915日  持勘型投与量は1,%減 少したが HbAlcは有意差2
め
'2型

緒城

"に
瞑定するとllbA loは右意にⅢ善 (pく OOl)Gbr Ш 注

から切を群で昼食前血繊値が漿害 (p‐ ∝6)し 0ょ 2回注からの切替群
で低血輸 v低減 (%-66回 ′月)した 切を前から低皿撼を認めていた群
では 12例 中9"で低血籠が消失あるいは減少し 朝食前 後の日羞CVが
有意にと書した 同単位数で切,書えた例ではSヽBG7平均Zmν 11の血摘
ll下 を認めた I考察l Degは 従来よつも少ない社与量で良質なコントロー
ルが得られる可能性が示咬された 〔HbAlc:NCSP値 ]

山口  禁
. 0藝 肇太:今付

南雲 彩子1大平 征奮:斉本
籠野 -lP

(ZF)ratに おいて明らかにする目的でZF ratを Q〕t・●1(るta● |り P:
C‐ 25,15:∞ )通鷲構尿病食(CD:2kca lday P:F:C‐ 25:15:

番  典デ  川名
贅邊 房子1百 丼

東邦大学広療センター佐倉病院徳屎ヽ 内分

`代
謝モンター1餞仁会みはま病げ

低撼質食が機お質代謝及び脂防毬餞 所晨べ及ぼす影晉をZocker

低繊質食 (LCD i52bl■_ P:FiC‐ あ :40:ヽ)の 3群 (■・
分け4週間食事芥入を行い 血清および脂訪 肝組織を嬌●した

現はredlmc PCR法  
『

L防薔豪は01r・ 10来色により評価した
はCD絆 にILし 刹峯丸脂肪重量力● さヽく FPC TCが有意に低値であり

熙管贖脂肪組崚におけるLPT a“ pOn∝嵐 PPARI PCC―
きd群に対しLCD書のみ■意に元違していた I組織ではCD群に比
群において頭オな鮨防蓄積の減少を認めた 低精質食は内腱 肝

肛日2]目E4 
機季:お

けるインスリンデグルデク切替前後のSMBGを比

の減少および総積質代謝載吝がヽ好で これには脂肪組織における
酸化先進やインスリン抵抗性政斉が

“

与する●雌 が示崚された

三大栄姜秦■津の■なる食事に対するカーボカウン
よる血魯値の推移

性 49歳 である 身長159cm 41t∞ kg Bma7で ある HbAl
れ 0%前後 (NCシ増)である い 果,籠質量の多い食事の場合
カウントした通りのインスリン量を打つと ,時間

'に
は 血糖植

台になることがあった カーボカウントしたインスリン量より2単

塩谷 f子1芝山 仲男' 高接 利和'

兵豪県立尼●■院
`薔

訂栄壽指導認 壺路赤十字
=た

え養評 たかはじクリニ

:目 的!イ榮養素の比■の奥なる食事に対してカーボカウント法によ

値の変化を検,1し た I方 法】対象は 理 機尿病患者 (穂屎病燿

打つと 2-3時 間後に■億値が∞台とやや工めとなり 12時
台 24時 間後もB飩薔償2∞台となることもあった I孝案,ある
の11質の多い食事をした場合 炭木化物量だけの言1算では

なった 螢lt薇法を行っている場合は 12-24時間後にかけて

華があるため そのことを考ぼしたインスリン錬 ,をする

と考えられた [HbAl● NCWlll〕

輌肛目厖コロ【コ メトホルミンの霧蒸状況調査

皿日■コロEO『 椰 薇工の交選からみた病崚葵

"指
コ こついて崚

糖R制限と体■と
の関係

【対象】当院外来通院中の格尿病息和塑 例 (1型8 2コ 116,
1方法lア ンケート回収篠 回各内

`を

問議により確認し

%の ゆるやかな
効性の検討

廣丼 ・F掟 如● 克彦1佐藤 康文l大滝 資頭 洒口 孝子1

●口 ■IIi竹 山  議 ■オ 嘔男̀
新湯県立六日ヽ ■院葉刺部1ア イン業局六口町r 市魚洒センター築局' ユムケ
ィ姜局六B町店1あ さひ芙ら

｀ 新場疇立六日町病え内滸
.

情 ■と目的】近年メトホルミン (以下Vfet)`12型 橋屁務の基壼治″薬と

l‐置イサけられ 当院でも多くの息者に処力されている しかし投ケ量に比
べ効果不十分の思者もいることからMetの 服奏状況を調0し た 【方法1当
院迪院中のMet霰 用

=者
に瞑用意れの有無 颯睫 時興 その理由 漿活

の有無について蘭き取り調
=を
「

い各息者のIIbA:て を比較した 隋 暴l126
人中70人 に服用意れがあり そのうち週2回以上忘れる忠者は25人 いた 三
な理由は外出 食事を痰らなかった力らだつた力̀ 寝てしまったから 飲
酒したからという理由もあった =オせる磯度が高い息者では 処方量も多
く HbAlcも 高い傾向にあった に 驚】澁 iは,数の息とに使用されてい

たが 11用忘れはHbAlめ悪化に関与する可能性があ7. このような息者
に対し 段薬指導や霰用しやすいlB凛への変更を■案していくこと力● 要
であると考えられた [HbAle:NGSP植 ]

末永珈4●子 矢野まゆみ 澪田颯澤手 山本 法咸 日■ 菫子
松К 理● I下  春ス 史村みと, 渡辺あか, 魚永多恵子
矢野 茂孝
(に社,社の本会も,の本クリニ,ク ■■謳
:日

"1籠
質制限食がき電になっている ,々 はアンケートによる薔

の実態調査を行い その効果について検.Iし た

群と輸 風の催度で3辟 に分類し 綺型 緩 別に BMIと H

"栞
】解析対彙者の9%が何らかの薔質制限を実施しており

度が高い群は 従来の榮癸指導にヽった主食摂取量群にltベ

及び奏勁療法の関与の7●Iい食調 法のみの2壺30側において
しlll・I C群鯰7 B砕2&HbAlcは剪瞑無しr66 C群 65 3
BMI HbAl。 共に有意に

"か

った

腑馘〕積質剌瞑食はBMI HbA]め

“

書に,用であるi′能性がある
[HOAl● :NGSP値 ]

九山志尊 チl浜饉 睫羊 本 1笑津子
. 

古m 優子
. 

人澤 理代ヽ 斎野

" 
郷 |

曇晨 ll夫 1稲氣 輌じ

京3大学瞑チ部は属病院薬剤部1京都大■糖屎務 内分洛 零養内件

H景 と目的】

あらたな薬刺の登場で 憶悶 薬詢菱法の選択脚 立 が

' 
あわせ既存薬剤のll用 状況

にも変化がみられる 薬劇指導における根点から その贅■の調養 検討を行った

I方法 :

2013お よび獅 7年における 十年間の2型緒屎痛入餞■ を各々157 1"名 の処方を検討

した

I結果 l

a諄 の入に疇者のうちl16名 (■・ .)オ
`イ

ンスリン栞法で逃院 し ■41回 欧の内訳 m
日1回 がら % 2回 10% 3日11% 4口41ヽ  およびその他であつた それ らの機日血薔

降下薬の俳用事は 各々

" 74 
■

'(ヽ
〕であつた 獅 年はインス リン薇法の割

合 (●06%)に il地い まなか oたが 注射回¨ ll回 10% 2回45% 3回 :7% `回 18・●

と異なり 経口薬併用はそれぞ :Ц42105(ヽ 〕と現在より鋼合が螢か。た

1結詞
より担根化 した格歌嬌薬吻家法の現状が示され 患番薫綱指導 と区線者開の情報共有の

重要性が示崚 された

目的 :戻水イヒ物猥取比率40%の炭水化勁制限資の有効性を検討する

lll藝 有史 
「

藤 春見 中島 千11 ・t社 文宏 三宅 陸史

名南会名南葛院内書

従来の栄養指導で肥満が改善■rtない2型穂屎病息れ ,名 (男

牟●1017● 112崚  体重721=13413Bヽ ■獅 =33 kg′ mi

Ⅲ O%の炭水化物制限全はHbAlcのこ善に,効であり

は●
‐
●lな可能性がある !HbAt:NCSPL]

10%)方法 ,苺エネルギー摂取量は変更せず 夕食の主食を抜くこ

水化物摂取比率を

“

%と した 詢 間は3か月間とし 開始時

よび]年後に体工 HbAlc 鮨費関連項目を通定した 結果 ,

41■ は平均口蟻 少したが有意きを2めす HbAlcは
差を認めた これらの減少効果は1年後も機警された 脂質関連,日
は2めなかった 結計 肥満2型饉尿痛における3か月Wの晨永

― S442-



■』目2雪
=Л 倉言雰蓬言

第7版に基づく栄養指導における効果と息者満

ステロール F機能 青餞  血Fについて 魏 前と指離 6ヶ 月後 12

潟田真電子1墓   妃咲1内田 淳-1丼上  r 伊東 崇仁|

塚本 洋子1渡辺 雄コ  山田 書虹 山Π  皆

北里大学lι里研究所覇院栄養■' It里大引

`里

研究折病院菜剤部l iι皇大学北皇研

究繭 院看謹部11し里大学日空 研究所病院メディカルフィットネスセンター11と 里

研知所病院糖尿病センター
'

I目 的1カ ロリー制限食の副次的義 法としての精質制限食縦続の有効性

櫂 題を横証することとした I方法】l食あたり20gか らЮgの種質制限食
の栄奏指導を1回以上●い 12ヶ 月間経過観察できた当院通院中の2型糖尿

を対象に体工 HbAlc 中性危肪 LDコ レステロール HDLコ レ

林 安輩美1加藤 大工 小木曽千恵' 口中なつみ1立石早祐実|

着野 香機1山森 山美l江口莫景美ヽ日阪 渡子14ヽ林 憲司:

加藤 実里l鈴木 棗テl笙谷 直人1澤す1 喜邦1片回 直幸
∫A愛知厚生連豊日厚生病院栄蓋群:JA癸知厚生連登口厚生病院岬  」A愛知厚生
連豊□厚生病院看護F
【目的】食品交換表第7版に基づいた榮壼詣華の効果と息者満足度を第6版 と
比較検.II対象】当院外来通院■の構屎病息者・ O名方法】対象患者を第0版
食品交換表にて12通岡以上指導後 第7版食品集 表にて4週間指導しHЪAl
c ●腹時血精 中性腱L HIl■ コレステロール LDL―コレステロール
BⅢ及びDTSQを導入前後で検討 【結果l HbAIcはこ書を認め DTSQの
内訳では 食品交換表第7版に基う たヽ栄養指導を導入することにより 低
ll備の感じ方の頻度の減少 治質の融通性及び蔭続性において切 ,番え後
で有意に上昇を認めた I結割 第飯 食品交換表を使用し戻水イヒ場を意識
することによう食鰤 l構についての意識力増 し さらに低血穂感し方の減
少 治家の融通任及び縦読七カ増 加することにようQCILが 向上した可能性
が示崚された [HbA]。 :NG田罰

山田 善史' 山田  悟:原  ―こ 置美 姜ほ 自脇  孝`

北里研究
「

rF院僣尿病tン ター1東京大学大学院医学系研■,精尿病 代謝内料̀
永寿総合病院糖尿病臨床疏 センター'

【目的】飲食店での構尿病息者用メニューの存在比率を継競調査した I方
法,「 ミシュランガイド東京 横浜 鋒倉a13」 を用い 掲載262店 節を対
象に「椿屎病恵者用メニューの有

=Jな
どをF.lう アンケー申 ■を行った

勝 果1262店鑢中8嗜舗(31%)よ リロか あり 32店舗 (回各店舗中
"●

●)

は櫨尿病息者用メニューを持っていた 各店饉の同メニューに対する取り
組み方は 維持期32店  ″動期帖  準備期o店 築考剤19店  ,,熟考期30

な 前熱考期以前178店だった 【透括】前年度まで増加していた構尿病患
者用メニェーを有する店舗は今回の調査では横ばいだった アンケート調
査によるな発の瞑界にきている可能性があ0 今後はより踏み込んだアプ
ローチを検討していきたい

ケ月後の数値を比較検証した I塙果】全■では恥 Alc総 コレスレロール

中性臓ll HDLコ レステロールは 有意なこ善を示した:特にHbAloは

百今 力匈U―博

史手 大島 治子

,大 ll田内科クリ=ッ ク

1

大和U結実 依田

古番 初ぶ 菫沢

来美 ね藤由紀子 瑾 佳ド子
由実

月後よう■l●で2%と 著明な破善を示し 12ケ 月後も維持しており そ
■ 8● .と高事であった :鶴舌1カ ロリー制限食違午困難者にとっ

横質制限資の継続は 恥 AIcの推苺改善に有効であった 今後 継籠

薙患者の特徴を詳莉に検討していきたい  :¨Alc:W3SP値 ]

2型績尿病息 Щ■22日ロロ 妊娠着尿病 着尿病合併獲娠における食事療法の重要性

Щ日屁2日□田 食品交換表の有用性 に関するアンケー ト調査に基づ く検討

ul~2署肥 Jふ焼Z菫亀謬
0における精齢息

は少ない 今回 晨対 助 摂取状況を調査

野峙あけみ:近藤  学'

綜●病院山口赤+字病院栄養謝 綜合病院山口赤十議 院'

Iは じめに1妊娠糖尿病 糖尿病合

"妊
娠と診断されたLF後 に基本的な食事

凛法を指導することは 安定した燿娠権籠と憾ス痛発症予防に重要である

1方法l捕尿病食を提供した妊魏 1名 を 妊娠糖尿病でイベントなし 妊娠

積尿病で入院イベントあり 時 合併妊娠で入院治療ありの3群 に分類

食事療法とその有効性を分析した

H果】全体の78●●で 単純綺を含む炭和 ヒ勁エネルギー比がm%を超えて
いた 分婉後 の評価では血薔コントロール政警59・● 不変216% 悪化
24●● 未受診17●●であつた 【考刻 妊嚇  着民病合,妊娠における

血糖管理では単純糖を減らし 晨わ を含む

…

の変更が有効であっ

た また 病状に応した食事調整をFう こと力鐵 法継続に有用であっ

た  [HbAIc:NGT闘

ているが 実際の炭水化

適正量の検討 を行った

月-2013年 11月 に榮養指導 をした患者

"名
き取 りで食事内容を唸取 民め と食場機構摂取

・
を調査

事は 29名 中侶名知 %を超えてお , 食物機羅量は全例力20g以下 と

していた また 確続的な榮蓋指導を,い 炭水化物摂ユ比郭 7%か ら52●.に

ユ慟Al● ,NCSP値
]

雄監
"=か

ら25,と 贅4LしたBM"症 例で 内服の変更なく良好なコントロー

られた例を報告する

化勁制限を しな くて も 長Xlt鮨 長ttL卒 をm―ω %にする事で 血薔の

で きる可能性が示曖された い Al● I NCSP値 ]

2型橋尿病息者におけるアルコールt議遺伝子多型の影響
福岡県糖尿病

=者
データベース研究 (FDR5)

岩瀬 正彙 手野 菫■ 中村 宇ん 百弁 福麟
=大

限 崚明l
井手  均

=城
壼  =菊 池  津

=綺
  健匡 布キ 清,1

五島 大祐・  肇凛 現番・  南  RI・  和田 美也・  捜澪  山史●

野見山理久・  中村  吾 F田 代  憲司≒ 吉成 元響 キ 市‖晃給賦

北目 孝成
`

法人財厨自十字会自十字病院崎尿病tシ ,-4(社ま〕芭十学会自十字覇院憎尿,内 l■ 理化
九,大学大学断 態機能内絆学  九州自科大三 福日歯科力宇  福岡赤十字競 l聖マリ

出 製鍮記念八幡輌駐 九州中央病院I ll"東 区華センター' 南昌江内科ケリ■′,・  和田美

り=,,1横 溝内科クリ=ッ タ1青池内書医贈 原

'鈴
木内科医掟・  中樹内FI灰 院' 大島

: よしなり内■
'り

■ック■ 翻 昇クリ=ッ タ̈

おいて ADI1lBでアルコールt議が遅い

“

絆を除いた16%名 をA■laH2
′セトアルデヒドのit議が早いGGと より蓬いCA■ AAに分け 1群 10g未満飲酒のG鮎 1

露 10=米 瀾飲酒のCA■ AAlお人 番 10g以上丘酒のCC● Fた 4群 10g以上飲酒のCA● AA

=分
け検討した [結果l HbAl,に な董差はなかったが 空震時幅 が3群 で有意に高値

た (可● 1群 132辟 1■ 3諄1444辞lD 血[は擦 て高((ⅢⅢH`1群 12,2群 1303
61m)1 2群 で■ll■ 高値 mL低 色であった ALI12の 活性力1よ い2群  4群 におい

尿中アルブ ミン排瀾 `少なかった  また 4群で騒卒中の既往が少なかっ

:総括換 酒者のうち●tD″の活性が低い叡 Pを有する息ξで合併症が軽い傾向を認めた

"lA工

D2の遺伝子多型が薔医病の病態に及tiす影■を検討した 【方法[飲酒習慣を持

選院中の2型導量病患者で恥 Al●8o%以上の血糠 コン トロール不良群で

600kca未 満 塩角 未満の外食メニュー「ブルーサーク
ルメニューJの患者■と医療者側の認知度及び認識に関す
る調査

新庄 由佳 藤川 るみ 坪オ 教子 廷原 瑠里 伊藤千賀子

医療法人グランドタヮーメデイカルコート

目的 :長年に渡 ,食事指導に用いられる食品交換表の利用状況を調査し

有用性について検討を行った

対象 方法 :平成Ztt10月 来院時に同意が得られた外来型 糖尿病息者%5
名に利用撤 アンケートを実施した

結
～

食品交換表は,事者の0%に知られており 41っ ていると回答した

71●●の者が所有していた● 男女差が有章であった 利用方法が
｀
わかる

と回答した割合はm歳以上40% 他の年代で71%以上 昴 Alc別 では全て
の群でη%以上を占めていた 現在でも 使う

‐
と回答した割合は30"代

20% ∞―mft41% m代 以上0%であり HbAlc別 では5'%以下で888%
と有意に高かった (p‐∝Ю

"結語 :年齢 性別により理解度 利用猥度に差があり 個々に応 した食事

指導が必要と考えた また恥 Al●●9%以下では利用する割合が有意に高く
血情コントロール改善に対する有月性が考えられた [HbA]c:NG武撻 ]

河島 諄司 本島
下村登貴子1着ほ
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i久本書新  後藤理英子;高木 IE樹 '

iド■まき
=内

田 珠実1澤田 貫治'

掟本大学大学院姉 学研究都代謝内科学分
熊本県栄養士会医紳  熊本

―
,権第 熊本大学医学部付属病院柴警管

' 
熊ネ申央病院栄斉l 熊本寿 躍健管理セングー‐

的1県内の飲食店と機力し おいしくて熱■ 塩分が少ないアルー

'―
クルメ

―(BCM)を 開発し a12年 より提供を目蟷した 今回 息者と医繁者でのBCM
:や健康意能 のヽ影事について調をした
と方法】市民公開講座に参加し

―

名 講演会に参加した医療者η
に無記名アンケー ト調査を行った

IC■lの 認知度は息電ヽ A% 医療

―

であった 医贅者では忠者指導
しての意識が多 く 実藍に息者芍 めた経験のある割合は51つ %であった

外資のイメージや苦量の食事に患和 ●. 医寮椰 以上で変

医捩者はBC■lを食事の指導期 本として使用で きると評価 してお り 息者か

高い関心が確認された BCM力 縫 醸意茂向上にす与する可itlLが示曖された


